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～90年目のパリ再び～～90年目のパリ再び～蕗谷虹児パリ凱旋展蕗谷虹児パリ凱旋展
11月23日まで開催中11月23日まで開催中

　５月にパリで催された展覧会
で展示された作品や留学当時の
写真などが展示されています。
蕗谷虹児のパリ滞在中の作品が
中心で、あまり知られていない
作品も多く披露しているとのこ
とです。
　９月26日のオープニングイベ
ントでは代表作「花嫁」を模した
姿の市職員と美人画を再現した浴
衣を着た月岡温泉旅館の従業員
の皆さんが華を添えていました。
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◎
議
会
提
出
議
案
　
　
　
　       

　

議
会
提
出
議
案
は
、
意
見
書
５
件
を

提
出
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
本
会
議
で

可
決
し
、
国
な
ど
に
送
付
し
ま
し
た

（
内
容
は
６
ペ
ー
ジ
に
記
載
）
。

 

◎
市
長
提
出
議
案

　
　
年
度
決
算
議
案     

　

市
長
か
ら
、
平
成
26
年
度
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
議

案
が
提
案
さ
れ
、
一
般
会
計
決
算
審
査

特
別
委
員
会
及
び
各
常
任
委
員
会
で
慎

重
に
審
査
し
た
後
、
本
会
議
で
認
定
し

ま
し
た
。

　
　
年
度
補
正
予
算
　
　
　       

　

市
長
か
ら
、
本
会
議
初
日
に
平
成
26

年
度
決
算
の
確
定
に
伴
う
財
政
調
整
基

金
積
立
金
の
増
額
、
国
や
県
の
制
度
改

正
及
び
補
助
内
示
に
伴
う
事
業
費
の
調

整
、
急
を
要
す
る
事
務
事
業
の
補
正
な

ど
、
歳
入
歳
出
に
各
13
億
１
５
０
０
万

円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
議
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
日
に
は
、
台
風
15
号
に
よ

り
農
作
物
に
被
害
を
受
け
た
農
業
者
等

へ
支
援
を
行
う
た
め
、
歳
入
歳
出
に
各

84
万
３
０
０
０
円
を
追
加
す
る
補
正
予

算
議
案
が
追
加
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
専
門
的
に
審
査
し

た
後
、
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額

４
９
６
億
９
８
８
４
万
３
千
円
と
な
り

ま
し
た
（
主
な
予
算
の
内
容
は
３
ペ
ー

ジ
に
記
載
）
。

　
一
般
議
案
　
　
　
　
　       

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
番
号
法
の
施

行
に
伴
う
個
人
情
報
保
護
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
、
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
ほ

か
、
月
岡
カ
リ
オ
ン
パ
ー
ク
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
な
ど
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
、
市
道
島
潟
荒
町
線

の
整
備
に
伴
う
市
道
路
線
の
廃
止
及
び

認
定
な
ど
の
議
案
を
各
常
任
委
員
会
で

専
門
的
に
審
査
し
た
後
、
本
会
議
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
人
事
議
案
　
　
　
　
　
　       

　

市
長
か
ら
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
議
案
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

適
任
、
同
意
と
認
め
ま
し
た
。

26

27
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市
議
会
９
月
定
例
会
を
開
催

市
議
会
９
月
定
例
会
を
開
催

提案理由説明を行う市長提案理由説明を行う市長

平
成
26
年
度
会
計
決
算
、平
成
27
年
度
補
正
予
算
、一
般
議
案
、

意
見
書
な
ど
38
議
案
を
審
議

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で
の
25
日
間
を
会
期
と
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算
議

案
、
平
成
26
年
度
決
算
議
案
の
ほ
か
、
条
例
改
正
案
な
ど
の
一
般
議
案
、
人

事
議
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
市
長
の
政
治
姿

勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。



　
一
般
質
問    

　

２
日
間
に
わ
た
り
17
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
市
長
、
教
育

長
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
答
弁

を
求
め
、
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
（
質

問
と
答
弁
は
７
ペ
ー
ジ
〜
15
ペ
ー
ジ
に

記
載
）
。

　
行
政
報
告
　

　

市
長
か
ら
本
会
議
初
日
に
、
五
十
公

野
公
園
荒
町
線
の
街
路
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
国
か
ら
の
交
付
金
内
示
が
あ

り
、
要
望
額
の
約
６
割
の
内
示
額
に
と

ど
ま
っ
た
た
め
、
事
業
完
了
を
平
成
28

年
度
に
延
伸
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断

し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
日
に
は
、
新
発
田
市
歌
の

制
定
に
つ
い
て
、
新
発
田
市
歌
制
定
委

員
会
よ
り
提
言
も
あ
り
、
「
新
生
し
ば

た
」
に
ふ
さ
わ
し
く
市
民
か
ら
親
し
ま

れ
る
新
し
い
市
歌
を
新
庁
舎
の
竣
工
及

び
開
庁
式
典
等
を
念
頭
に
来
年
度
中
の

完
成
を
目
指
し
て
制
作
し
て
い
き
た
い

旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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工事中の五十公野公園荒町線（豊町地内）工事中の五十公野公園荒町線（豊町地内）

住民情報システムクラウド化事業 6,312万円

※マイナンバー制度に対応するシステム改修費用

職員総合システム運営事業 443万円

※マイナンバー制度に対応するシステム改修費用

ふるさとしばた応援寄附推進事業 3,033万円

※ふるさと納税の寄附金が当初予算計上額を上回るた

め、返礼品の追加による増額

児童扶養手当支給事務 823万円

※国の制度改正に伴う児童扶養手当の増額

定住化促進事業 360万円

※定住促進のため、県外から転入する世帯への家賃補助

水害防止対策事業 600万円

※工法変更のため、排水路整備の工事費を増額

県立病院跡地整備事業 1億4,000万円

※防災機能や景観面など整備内容の決定に伴う工事費

の増額

新発田城石垣調査事業 943万円

※新発田城の石垣はらみ出しの調査費用

農業経営支援利子助成事業 84万円

※台風１５号による被害を受けた農業者向けの新潟県

農林水産業振興資金融資に係る利子助成

平成27年度 一般会計予算
１３億１,５８４万円の増額補正

〈９月補正予算の主な内容〉

○
人
権
擁
護
委
員
（
適
任
）

　

渡
邉　

定
幸　

氏
（
緑
町
１
）　

再
任

　

本
名　

正
史　

氏
（
本　

田
）　

新
任

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員（
同
意
）

　

荒
井　
　

清　

氏
（
金
谷
）　
　

再
任

　

小
野
寺
眞
夫　

氏
（
大
栄
町
４
）
再
任

　

菊
地　

啓
一　

氏
（
中
央
町
５
）
再
任

人
　
事

※一般会計の支出額を市民１人当たりで換算すると４４万２,７８６円
　　（参考：平成２５年度決算では４５万５,７２６円）

歳入総額　４６０億５０８万円（対前年度比３．１％減）
歳出総額　４４５億８,１９６万円（対前年度比３．４％減）

　平成２６年度の決算収支は、年次的に進めてきた公共施設の建設事業が終
了したことにより、一般会計の形式収支で１４億２,３１２万円となり、翌年度に
繰り越す財源を控除した実質収支においては１２億４,５７６万円の黒字となっ
たことが報告されました。

平成26年度一般会計決算概要

 

平成２６年度一般会計決算審査について詳しくは１６～１９ページをご覧ください。
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９月定例会議決結果

９月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

※３ ※４

無所属

阿
部
　
　
聡

中
野
　
廣
衛

賛
　
成

反
　
対

　９月定例会の議案のうち、２７年度補正予算議案等の市長提出議案は３０件、請願１件、陳情２件は各常任委員会及び一般会計決算審
査特別委員会でそれぞれ審査（人事案件は常任委員会で審査せず、初日に採決）したのち、また議会提出議案５件は直接、本会議におい
て下記のとおり議決しました。
（各委員会審査状況は１６ページから２１ページをご参照ください。）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員の選任について

新発田市個人情報保護条例

新発田市情報公開・個人情報保護審査会条例

新発田市職員退職手当支給条例

新発田市手数料条例

新発田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

新発田市月岡カリオンパーク設置及び管理に関する条例

一般会計（第２号）

国民健康保険事業特別会計（第２号）

介護保険事業特別会計（第２号）

後期高齢者医療特別会計（第２号）

下水道事業特別会計（第２号）

一般会計（第３号）

一般会計

土地取得事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

総務

総務

総務

社会文教

社会文教

経済建設

分割付託

社会文教

社会文教

社会文教

経済建設

経済建設

決算審査

総務

社会文教

社会文教

社会文教

経済建設

経済建設

経済建設

経済建設

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
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○
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26

26

23

23

26

23

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

0
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0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

人事案件

条例の全部改正

条例の一部改正

２７年度補正予算

２６年度決算

市
長
提
出
議
案

市
民
ク
ラ
ブ

新
発
田
政
友
会

民
主
ク
ラ
ブ

青
　
風
　
会

日
本
共
産
党

公
　
明
　
党
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※１　「総務」　　：総務常任委員会
　　　「社会文教」：社会文教常任委員会
　　　「経済建設」：経済建設常任委員会
　　　「決算審査」：２６年度一般会計決算審査特別委員会
　　　「分割付託」：各常任委員会に分割して付託されたもの
　　　　但し、審査した委員会がない案件は本会議で即決
  
※２　「可決」：全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と
　　　　議決したもの
　　　「否決」：賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

※３　「○」：会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等
　　　に対して賛成したもの 
　　　「×」：会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等
　　　に対して「賛成以外」のもの  

※４　議長は地方自治法第１１６条により表決には参加しないため、
　　　表決に参加する全議員数は26人です。

市民クラブ
新発田政友会
民主クラブ
青風会
日本共産党
公明党
※中野廣衛議員、阿部聡議員は会派に属していません。

会派名 所　属　議　員　名
佐藤武男、井畑隆二、小川　徹、宮島信人、中村　功、稲垣富士雄、佐久間敏夫
川﨑孝一、若月　学、比企広正、今田修栄、小柳　肇、宮崎光夫
入倉直作、渡部良一、小坂博司、小林　誠
湯浅佐太郎、板垣　功、水野善栄
加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄
渡邊喜夫、石山洋子

９月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

※３ ※４

無所属

阿
部
　
　
聡

中
野
　
廣
衛

賛
　
成

反
　
対

西部工業団地造成事業特別会計

食品工業団地造成事業特別会計

コミュニティバス事業特別会計

藤塚浜財産区特別会計

水道事業会計（利益の処分及び決算）

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

地方創生に係る新型交付金等の財源確保を求める意見書

ＩＣＴ利活用による地域活性化とふるさとテレワークの推進を求める意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書

学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私学助成の増額・拡充を求める意見書

（国会及び関係行政庁あて）

学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私学助成の増額・拡充を求める意見書

（新潟県知事あて）

透析患者通院支援交通に関する請願書

市の公文書受理方法の改善を求める陳情書

ヨコミゾ設計士への損害賠償請求を求める為の陳情書

経済建設

経済建設

社会文教

社会文教

経済建設

経済建設

経済建設

社会文教

経済建設

総務

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

否決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

26

26

２６年度決算

その他

意見書

市
長
提
出
議
案

議
会
提
出
議
案

請
願
・
陳
情

市
民
ク
ラ
ブ

新
発
田
政
友
会

民
主
ク
ラ
ブ

青
　
風
　
会

日
本
共
産
党

公
　
明
　
党
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　地方創生の深化に向けた支援として、次の事項
について実現するよう強く要望する。
①「まち・ひと・しごと創生事業費」と各府省
の関連事業・補助金、新型交付金の役割分担
を明確にし、必要な財源を確保すること
②「まち・ひと・しごと創生事業費」は、恒久
財源を確保の上、５年間は継続すること
③新型交付金は、「地方創生先行型交付金」以

上の額を確保し、活用は地方にとって使い勝
手の良いものにすること
④新型交付金事業に係る地元負担が生じる場合
は、意欲ある自治体が参加できるよう配慮す
ること

◎地方創生に係る新型交付金等の財源確保を求める意見書

９月定例会では、意見書５件を可決しました。
可決した意見書は、国会、内閣総理大臣並びに関係大臣等にそれぞれ送付しました。

　企業や雇用の地方への流れを促進し地方創生を
実現するため「ふるさとテレワーク」の一層促進
と高速情報通信回線網の充実について、次の事項
について要望する。
①補助金や交付金を拡充し、公衆無線ＬＡＮ環
境の整備促進を図ること
②テレワーク関連の税制優遇措置の周知徹底を
図り拠点整備、雇用促進につながる施策を行

うこと
③テレワークを活用した企業の顕彰、セミナー
の開催などテレワーク普及啓発策を推進する
こと

◎ＩＣＴ利活用による地域活性化とふるさとテレワークの推進を求める意見書

　２０１６年度の政府予算、地方財政の検討にあ
たり、以下の事項の実現を求める。
①地方自治体の財政需要を的確に把握し、地方
一般財源総額の確保を図ること
②社会保障予算の確保と地方財政措置を的確に
行うこと
③復興に係る財源措置の継続と地方交付税算定
のあり方を検討すること
④各種税制の廃止、減税の検討は、財政運営に

支障が生じないよう対応をはかること
⑤「歳出特別枠」及び「まち・ひと・しごと創
生事業費」は、現行水準を確保すること
⑥地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の
強化を図り、対策を講じること

◎地方財政の充実・強化を求める意見書

　未来を担う子どもたちのために教育予算を増額
し、私学に通う生徒・保護者の学費負担を軽減し、
私学教育本来の良さをいっそう発揮するための教
育条件の維持・向上を図るため、政府ならび国会
においては次の事項について特段の措置を講ずる
よう要望する。

①私立高校生への就学支援金制度を拡充すること
②私立高校への経常費助成を増額・拡充すること

◎学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私学助成の増額・拡充を求める意見書
　（国会及び関係行政庁あて）

　未来を担う子どもたちのために教育予算を増額
し、私学に通う生徒・保護者の学費負担を軽減し、
私学教育本来の良さをいっそう発揮するための教
育条件の維持・向上を図るため、県においては次
の事項について特段の措置を講ずるよう要望する。

　①私立高校生への就学支援金制度を拡充すること
②私立高校への経常費助成を増額・拡充すること

◎学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私学助成の増額・拡充を求める意見書
　（新潟県知事あて）

（提出先） 内閣総理大臣　財務大臣
総務大臣　地方創生担当大臣

（提出先） 内閣総理大臣　総務大臣
厚生労働大臣　経済産業大臣
地方創生担当大臣

（提出先） 衆議院議長　参議院議長
内閣総理大臣　ほか関係８大臣等

（提出先） 内閣総理大臣　文部科学大臣
財務大臣　総務大臣
衆議院議長　参議院議長

（提出先） 新潟県知事

※意見書の内容は抜粋して掲載しています。本文（全文）は市議会ホームページをご覧ください。



　「一般質問」は、提出議案にかかわらず、
議員の立場から市政全般に関して執行機関に
対する疑問をただしたり、所信の表明を求め
たりするもので、定例会に限って認められて
います。
　新発田市議会では、質問内容を事前に通
告することになっています。このことにより、
市長、教育長や選挙管理委員会委員長などが
あらかじめ準備をしておくことで、質問に対
して的確な答弁が期待されることになります。
　市長、教育長や選挙管理委員会委員長な
どからの答弁の内容に疑義がある場合は、
再質問や再々質問を行うこともあります。
　この場合は、１人につき制限時間の４５分
以内に次々と質問と答弁を繰り返す「一問一
答方式」で、深まった議論を展開することに
なります。

地域活性化をテーマに活動する
新発田商業高校の生徒

中村　　功

高校生の力を行政に
選挙権の拡大について中学校の教育
の中でどのように伝えていくか

Ｑ 

高
校
生
の
力
を
行
政
に

Ａ
　
　

各
地
域
へ
働
き
か
け
を
行
い
、意
識
の
醸
成
を
進
め
て

い
き
た
い

　
　

生
徒
の
関
心
度
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、学
校
に
指
導

し
て
い
き
た
い

　
　
　

市
で
は
、こ
れ
ま
で
市
内

高
校
生
と
協
働
事
業
を
展
開
し

て
き
た
。①
災
害
時
に
備
え
た
避

難
訓
練
等
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
、自
治
会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
高
校
生
も
参
加
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。②
18
歳
ま
で
の
選
挙
権

年
齢
の
拡
大
に
つ
い
て
市
長
の
所

感
を
伺
う
。

　
　
　

①
高
校
生
が
防
災
に
つ

い
て
学
び
、自
分
た
ち
は
何
が
で

き
る
の
か
、何
を
す
べ
き
な
の
か

を
考
え
、体
験
す
る
こ
と
は
意
義

深
い
。ま
た
、自
治
会
活
動
へ
の
参

加
は
、受
入
側
の
理
解
と
体
制
整

備
が
大
切
な
要
素
と
考
え
る
。自

治
会
連
合
会
と
連
携
し
各
地
域

へ
働
き
か
け
を
行
い
、さ
ら
な
る

意
識
の
醸
成
を
進
め
て
い
き
た

い
。②
選
挙
権
を
得
る
こ
と
は
、

「
権
利
」と
同
時
に
社
会
の
構
成

員
と
し
て「
責
任
」を
担
う
こ
と

に
な
り
、ま
ち
づ
く
り
で
最
も
重

要
な「
市
民
力
」が
今
ま
で
以
上

に
増
す
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　

来
年
の
参
議
院
議
員
選

挙
よ
り
、18
歳
ま
で
選
挙
権
が
拡

大
さ
れ
る
。選
挙
や
政
治
へ
の
関

心
度
を
高
め
る
指
導
、教
育
を
行

っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

選
挙
や
政
治
に
つ
い
て

は
、社
会
科
の
公
民
分
野
で
直
接

的
に
、ま
た
間
接
的
に
は
、生
徒

会
活
動
等
の
特
別
活
動
に
お
い

て
指
導
、教
育
し
て
い
る
。

　

公
民
分
野
を
学
習
す
る
中
学

校
３
年
生
に
と
って
は
、３
年
後
に

選
挙
権
を
も
つ
よ
う
に
な
る
わ
け

で
あ
り
、非
常
に
身
近
で
、自
分
に

関
係
が
あ
る
こ
と
と
し
て
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。授
業
改
善
を
図

り
、目
的
意
識
を
高
め
、体
験
的
な

学
習
な
ど
指
導
法
等
を
工
夫
し
、

生
徒
の
関
心
度
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
学
校
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

Ａ Ｑ 

選
挙
権
の
拡
大
に
つ
い
て
中
学
校
の
教
育
の
中
で
ど
の
よ
う
に

伝
え
て
い
く
か
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渡邉　喜夫

Ｑ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

Ａ
　
　

な
り
す
ま
し
対
策
の
た
め
に
本
人
確
認
を
厳
重
に
行
う

こ
と
と
し
て
い
る

板垣　　功

防災訓練及び防災関連の情報
伝達について

Ｑ 

防
災
訓
練
及
び
防
災
関
連
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て

Ａ
　
　

多
く
の
市
民
の
参
加
が
見
込
め
る
防
災
訓
練
と
な
る
よ
う

情
報
発
信
に
努
め
て
い
く

下水道工事の様子（向中条地内）

総合防災訓練の様子

マイナンバー制度について
公共用水域の水質保全と下水道の
整備計画・接続率向上対策について

　
　

接
続
率
向
上
の
た
め
、新
た
な
接
続
促
進
策
の
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い

Ａ

　
　
　

市
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
と
い
う
観
点
か
ら
以
下
の

可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。
①
誰

も
が
参
加
で
き
る
防
災
訓
練
の

導
入
。
若
者
に
も
防
災
訓
練
に

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、
訓
練

を
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
仕
立
て

る
な
ど
実
践
か
つ
楽
し
い
も
の

に
で
き
な
い
か
。
②
防
災
関
連

の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
公

共
施
設
な
ど
へ
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

（
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
）
を
設
置
し
、

環
境
を
整
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
③
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

の
使
用
に
よ
り
、
避
難
指
示
、

避
難
経
路
の
確
認
な
ど
を
行

い
、
迅
速
に
住
民
を
避
難
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
町
内
会
な
ど
へ
の
防

災
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
の

配
布
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

①
市
で
は
、
小
学
校
区

単
位
を
基
本
に
、
市
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
き
た
。
今
年

度
は
、
加
治
川
地
区
で
住
民
避

難
訓
練
を
連
動
さ
せ
る
形
で
の

実
施
を
予
定
し
て
お
り
、多
く
の

市
民
に
防
災
の
機
会
に
触
れ
て

い
た
だ
く
試
み
と
し
て
地
区
公

民
館
ま
つ
り
と
の
同
日
開
催
に

向
け
、地
元
自
治
会
等
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。こ
の
取
組
結
果

を
踏
ま
え
、若
者
も
含
め
よ
り

多
く
の
市
民
の
参
加
が
見
込
め

る
防
災
訓
練
と
な
る
よ
う
検
証

を
行
い
、参
加
意
欲
を
高
め
る
情

報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

②
市
の
公
共
施
設
に
お
け
る
Ｗ

ｉ‐

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
は
、イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
を
目
的
と
し
た

観
光
施
設
に
お
い
て
整
備
が
完

了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。今
後
の

更
な
る
環
境
整
備
に
向
け
て
は
、

民
間
事
業
者
と
の
連
携
も
含

め
、今
後
予
定
す
る
新
た
な
公

共
施
設
整
備
等
に
あ
わ
せ
、Ｗ

ｉ‐

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
の
拡
充
に

向
け
、鋭
意
検
討
し
て
い
き
た

い
。

③
防
災
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

地
域
配
布
に
つ
い
て
は
、ま
ず
は

Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
・
拡

充
を
先
決
と
捉
え
、将
来
的
な

検
討
要
素
と
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

来
年
１
月
に
導
入
さ
れ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
。
今
年
10

月
か
ら
は
市
民
全
員
に
12
ケ
タ

の
番
号
が
簡
易
書
留
で
届
け
ら

れ
る
。
年
金
・
雇
用
保
険
等
の

資
格
取
得
や
児
童
手
当
の
給
付

等
に
所
得
証
明
書
や
住
民
票
の

添
付
を
し
な
く
て
す
む
等
、
行

政
手
続
き
が
簡
素
化
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、
情
報

漏
え
い
の
不
安
が
あ
る
。
個
人

情
報
保
護
へ
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
法
制
面
で
は
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
で
個
人
番
号
が
利
用
で

き
る
範
囲
を
厳
し
く
限
定
し
て

い
る
ほ
か
、強
化
さ
れ
た
罰
則
も

定
め
ら
れ
て
い
る
。マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
利
用
す
る
事
務
で
は
、取
扱

い
を
開
始
す
る
前
に「
特
定
個
人

情
報
保
護
評
価
」と
い
う
事
前
評

価
を
行
い
、適
正
な
情
報
管
理
を

実
施
す
る
。

　

市
の
窓
口
で
は
、な
り
す
ま
し

対
策
の
た
め
に
本
人
確
認
を
厳

重
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　

今
年
の
夏
は
猛
暑
で
あ
り
、

小
水
路
や
排
水
路
に
流
れ
込
む
家
庭

用
雑
排
水
に
よ
る
ハ
エ
や
蚊
の
繁
殖
、

悪
臭
に
よ
る
生
活
環
境
が
悪
化
し
て

い
る
地
域
が
あ
る
。当
市
は
下
水
道

の
整
備
・
接
続
率
は
県
内
で
低
位
に

あ
る
。下
水
道
の
整
備
計
画
と
接
続

率
の
向
上
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
早
期
の
未
普
及
地
域
の
解
消

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、本
年
度
と
来

年
度
の
２
箇
年
で
整
備
計
画
の
見
直

し
を
す
る
。

　

接
続
促
進
の
た
め
、接
続
促
進
員

に
よ
る
訪
問
、自
治
会
等
と
連
携
し

た
接
続
要
請
の
文
書
配
布
、融
資
制

度
の
あ
っ
せ
ん
を
行
って
い
る
。住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
で
は
、下
水
道
接

続
工
事
も
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、接
続
率
の
大
幅
な
向
上
に
繋

が
っ
て
い
な
い
た
め
、新
た
な
接
続
促

進
策
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
下
水
道
の
整
備
計
画
・
接
続
率

向
上
対
策
に
つ
い
て

〔8〕



水野　善栄

空き家対策としてのシェアハウス
構想について
城下町しばたまつりの補助金等
について

風力発電施設

小柳　　肇

電力自由化元年に際して今後の電力
調達と本庁舎入札の問題点について
新発田におけるインバウンド観光
の積極的な関与の必要性について

Ｑ 

電
力
自
由
化
元
年
に
際
し
て
今
後
の
電
力
調
達
と
本
庁
舎

入
札
の
問
題
点
に
つ
い
て

Ａ
　
　

電
力
自
由
化
の
恩
恵
を
受
け
る
べ
く
、引
き
続
き
電
力

調
達
入
札
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

Ｑ 

新
発
田
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
積
極
的
な
関
与

の
必
要
性
に
つ
い
て

　
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
機
会
を
増
や
し
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客

に
向
け
た
取
組
み
を
強
化
し
て
い
き
た
い

Ａ

Ｑ 

空
き
家
対
策
と
し
て
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
構
想
に
つ
い
て

Ａ
　
　

農
村
部
地
域
で
の
短
期
滞
在
型
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
整
備

支
援
制
度
の
準
備
を
進
め
て
い
る

しばたまつり帰り台輪

Ｑ 

城
下
町
し
ば
た
ま
つ
り
の
補
助
金
等
に
つ
い
て

　
　
台
輪
を
愛
す
る
市
民
、企
業
、団
体
か
ら
の
寄
付
や
支
援

活
動
を
進
め
て
ほ
し
い

Ａ

　
　
　

昨
年
実
施
し
た
本
庁
舎

の
電
力
入
札
は
、様
々
な
制
限
に

よ
っ
て
応
札
は
東
北
電
力
１
社
の

み
で
あ
っ
た
。契
約
条
件
等
で
参

入
障
壁
と
な
る
問
題
に
対
し
て

の
対
応
は
。ま
た
、他
の
低
圧
部

門
も
含
め
た
市
施
設
全
般
の
電

力
調
達
に
つ
い
て
の
今
後
の
方

針
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の

観
点
か
ら
の「
風
水
力
発
電
も
含

め
た
電
力
小
売
り
事
業
者
参
入
」

の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

昨
年
度
の
電
力
入
札
で

は「
負
荷
率
」の
課
題
が
あ
っ
た
。電

力
自
由
化
の
恩
恵
を
受
け
る
べ
く
、

引
き
続
き
、電
力
調
達
入
札
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。ま
た
、各
施

設
の
使
用
状
況
を
把
握
し
、対
象

施
設
の
選
定
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

な
お
、市
が
電
力
の
小
売
り
に
参

入
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

市
民
出
資
を
活
用
し
た
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
提
案
が
あ
っ
た
場
合

は
、支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

訪
日
観
光
客
は
個
人
旅
行

の
流
れ
へ
と
変
化
し
、今
後
は
地
方

へ
の
誘
客
も
確
実
に
増
加
す
る
。新

潟
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
メ
ッ
カ
で

あ
る
。最
も
国
際
空
港
に
近
く
、

「
豊
富
で
高
品
質
の
食
＋
雪
＋
温

泉
」を
有
す
る
新
発
田
は『
刀
剣
伝

承
館
』や『
蕗
谷
虹
児
記
念
館
』な

ど
の
優
良
コ
ン
テ
ン
ツ
も
存
在
す

る
。「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
」へ
の
取

組
み
に
つ
い
て
総
括
的
に
伺
う
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
も
県
と
の
連
携
に

よ
り
誘
客
を
進
め
る
と
と
も
に
、観

光
施
設
の
受
入
環
境
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
き
た
。今
後
も
増
加
す
る
個

人
客
を
取
り
込
む
た
め
、観
光
協
会

案
内
所
の
移
転
に
併
せ
た
観
光
庁

認
定
資
格
の
取
得
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成
な
ど
を
継
続
的
に
進
め
て
い

く
。ま
た
、ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
機
会
を

増
や
し
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
向
け

た
取
組
み
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

全
国
各
地
で
空
き
家
が

多
く
、
風
紀
上
、
防
災
上
大
変

な
事
態
で
あ
る
。
当
市
で
も
深

刻
化
し
て
い
る
状
況
と
推
察
す

る
。
他
市
で
は
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

（
集
合
生
活
住
居
）
と
し
て
借
上

げ
し
、
大
学
生
に
貸
し
出
す
こ

と
で
地
元
の
活
性
化
が
図
ら
れ

て
お
り
、
増
設
し
て
い
る
事
例
が

あ
る
。
地
域
活
性
化
と
連
動
で

き
る
こ
の
構
想
に
つ
い
て
取
組
ん

で
は
ど
う
か
。

　
　
提
案
の
構
想
は
、地
域
活

動
の
維
持
や
活
性
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
有
益
な

取
組
み
で
あ
る
と
考
え
る
。市
で

は
、整
備
中
の
駅
前
複
合
施
設
の

民
間
棟
に
敬
和
学
園
大
学
の
学

生
寮
を
設
置
し
、産
学
官
民
の
連

携
に
よ
る
取
組
み
を
進
め
て
い

る
。ま
た
、定
住
促
進
事
業
と
し

て
農
村
部
地
域
で
の「
短
期
滞
在

型
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」の
整
備
支
援

制
度
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

城
下
町
し
ば
た
ま
つ
り

は
諏
訪
神
社
の
祭
礼
か
ら
発
生

し
、職
人
町
の
祭
礼
行
事
や
６
町

内
の
台
輪
運
行
な
ど
市
民
参
加

型
の
ま
つ
り
と
し
て
、毎
年
喜
ば

れ
て
い
る
。伝
統
文
化
継
承
の
た

め
に
、台
輪
修
繕
費
や
運
行
に
対

す
る
補
助
金
に
つ
い
て
見
直
し
す

べ
き
と
思
う
が
、市
長
の
考
え
は
。

　
　
　

城
下
町
新
発
田
ま
つ
り

は
市
民
か
ら
の
寄
付
金
や
企
業

協
賛
、市
負
担
金
に
よ
り
、予
算

立
て
を
行
っ
て
い
る
。収
入
の
減

少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、台
輪
運

行
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
増
額
を

行
う
こ
と
は
難
し
い
と
報
告
を

受
け
て
い
る
。修
繕
費
の
補
助
に

つ
い
て
は
、他
の
市
文
化
財
も
２

分
の
１
補
助
で
あ
る
た
め
、台
輪

の
み
増
額
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。各
町
内
会
に
お
い
て
台
輪
を

愛
す
る
市
民
、企
業
、団
体
か
ら

の
寄
付
活
動
な
ど
を
進
め
て
ほ

し
い
。
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渡部　良一

Ｑ 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

Ａ
　
　

貧
困
が
連
鎖
し
な
い
よ
う
、生
活
困
窮
家
庭
を
把
握
し
、

支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

稲垣富士雄

人口減少と新発田市の対応に
ついて

Ｑ 

人
口
減
少
と
新
発
田
市
の
対
応
に
つ
い
て

Ａ
　
　

具
体
的
な
取
組
み
内
容
は
10
月
末
の
総
合
戦
略
の

策
定
に
合
わ
せ
示
し
て
い
く

未来創造検討会議

　
　
脅
威
が
発
生
し
た
際
は
、副
市
長
を
最
高
責
任
者
と
し
た

専
門
の
組
織
で
対
応
し
て
い
き
た
い

Ａ

子どもの貧困対策の現状と対策
について
共通番号（マイナンバー）制度
の導入にあたって

Ｑ 

共
通
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て

　
　
　

人
口
減
少
問
題
は
全
国

共
通
の
課
題
で
あ
る
。
各
市
町

村
で
は
将
来
の
設
計
、
計
画
が

で
き
な
い
な
ど
行
政
運
営
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
①

市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
く
の
か
。
②
行
政
だ
け

で
解
決
で
き
る
課
題
で
は
な

く
、
各
種
団
体
、
県
や
自
治

会
、
大
学
、
学
校
な
ど
と
の
連

携
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
で

は
ど
の
よ
う
な
計
画
、
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。
③
す
ぐ
に

解
決
さ
れ
る
課
題
で
は
な
い

が
、
短
期
で
取
組
む
課
題
、

中
・
長
期
的
に
取
組
む
課
題
が

あ
る
と
思
う
。
ど
の
課
題
を
優

先
さ
せ
る
の
か
。
ま
た
、
中
・

長
期
的
に
取
組
む
課
題
は
何

か
。

　
　
　

①
総
合
戦
略
で
は
、
４

つ
の
基
本
目
標
と
20
の
施
策
を

設
定
す
る
。
ま
ち
の
魅
力
を
作

り
、
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
に
誇

り
を
持
て
る
よ
う
推
進
し
て
い

き
た
い
。
具
体
的
な
取
組
み
内

容
は
、
10
月
末
の
総
合
戦
略
の

策
定
に
合
わ
せ
示
し
て
い
く
。

②
人
口
減
少
の
克
服
は
、
市
民

と
危
機
感
を
共
有
し
、
新
発
田

の
明
る
い
未
来
を
自
ら
が
創
っ

て
い
く
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
。
行
政
の
み
な
ら

ず
、
産
業
界
、
教
育
機
関
、
労
働

団
体
、
報
道
関
係
な
ど
各
分
野

の
方
が
参
画
す
る
「
未
来
創
造

検
討
会
議
」
を
設
置
し
、
幅
広

い
意
見
を
頂
戴
し
て
い
る
。
今

後
の
事
業
展
開
で
も
、
一
丸
と
な

っ
て
共
に
協
力
し
て
い
け
る
関

係
を
築
い
て
い
き
た
い
。
③
総

合
戦
略
に
は
今
後
５
年
間
で
行

う
こ
と
を
す
べ
て
盛
り
込
ん
だ

が
、
将
来
展
望
を
実
現
す
る
に

は
、
更
に
中
・
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
て
、
働
き
か
け
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。「
未
来
創
造
検
討
会
議
」
で

総
合
戦
略
の
効
果
を
検
証
し
、

次
の
施
策
の
展
開
に
つ
な
げ
て

い
く
。
そ
の
時
々
に
必
要
な
施

策
を
市
民
と
一
体
で
取
り
組
む

こ
と
で
、
継
続
的
な
人
口
減
少

対
策
を
展
開
し
て
い
け
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

現
在
６
人
に
１
人
の
子

ど
も
が
貧
困
状
態
に
あ
り
、
成

長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
国
は
「
子
ど
も
の
貧
困
対

策
推
進
法
」
を
制
定
し
、
必
要

な
環
境
整
備
と
教
育
の
機
会
均

等
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
そ
こ
で

①
子
ど
も
の
貧
困
状
況
の
把
握
、

②
施
策
の
成
果
と
課
題
、③
行
動

計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

①
昨
年
度
の
就
学
援
助

制
度
の
認
定
率
は
、
小
中
学
校

合
計
で
19
・
34
％
で
あ
る
。②
保

護
者
の
就
労
支
援
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
を
活
用

し
、
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環

境
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。
貧
困

が
連
鎖
し
な
い
よ
う
、
生
活
困

窮
家
庭
を
把
握
し
、
支
援
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。③
市
で
は
行

動
計
画
を
策
定
す
る
予
定
は
な

い
。
国
の
施
策
や
県
の
計
画
を

踏
ま
え
様
々
な
施
策
を
総
合
的

に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

10
月
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
通
知
カ
ー
ド
）が
送
付
さ
れ
、来

年
１
月
か
ら
運
用
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。今
後
、民
間
分
野
で
も
使
用

拡
大
が
想
定
さ
れ
、個
人
情
報
の

流
出
に
よ
る
被
害
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
。そ
こ
で
①
市
民
周
知
度
と

今
後
の
対
応
、②
利
用
範
囲
と
禁

止
条
項
、③
情
報
管
理
の
徹
底
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

①
市
民
周
知
度
は
足
り

て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
、広
報

し
ば
た
を
中
心
に
周
知
し
て
い
き

た
い
。②
利
用
範
囲
は
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。禁

止
事
項
に
つ
い
て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ

ー
法
に
規
定
さ
れ
た
事
務
以
外
に

利
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
。③
人
的
、物
理
的
、技
術
的
の

３
つ
の
視
点
で
対
策
を
取
り
、脅

威
が
発
生
し
た
際
は
副
市
長
を

最
高
責
任
者
と
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
専
門
の
組
織
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

通知カードのみほん
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井畑　隆二

新発田城のお堀の水質悪化に
対する対策について
次世代への防災の訓練や啓発
活動は

Ｑ 

新
発
田
城
の
お
堀
の
水
質
悪
化
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て

Ａ
　
　

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、対
応
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

Ｑ 

次
世
代
へ
の
防
災
の
訓
練
や
啓
発
活
動
は

　
　

次
代
を
担
う
若
者
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
世
代
へ
の

働
き
掛
け
に
努
め
て
い
き
た
い

Ｑ 

新
発
田
市
に
お
け
る
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

利
活
用
に
つ
い
て

Ａ
　
　

今
後
の
施
策
を
展
開
す
る
中
で
必
要
に
応
じ
て
活
用

し
て
い
き
た
い

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
、情
報
や
通
信
に
関

す
る
技
術
の
総
称
。従
来
か
ら
使
わ

れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
に
代
わ
る
言
葉
と
し

て
使
わ
れ
、国
際
的
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
一

般
的
で
あ
る
。

Ｑ 

城
下
町
し
ば
た
ま
つ
り
の
総
括
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

Ａ

Ａ

小林　　誠

新発田市におけるビックデータ・
オープンデータの利活用について
城下町しばたまつりの総括と
今後の展望について

実証実験の花火（白菊）

新発田城のお堀

　
　
　

行
政
が
保
有
す
る
膨
大

な
情
報
と
民
間
や
市
場
で
活
用

さ
れ
る
情
報
を
含
め
た
ビ
ッ
ク
デ

ー
タ
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

当
市
の
人
口
減
少
対
策
に
お
い

て
も
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
の
活
用
は
極

め
て
有
用
で
あ
る
。①
し
ば
た
魅

力
創
造
戦
略
に
お
け
る
情
報
や

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
。②
課
題
別

抑
制
型
事
業
の
取
組
み
は
。③
産

学
官
の
連
携
は
。

　
　
　

①
戦
略
の
策
定
作
業
に

お
い
て
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
は
活
用
し

て
い
な
い
が
、今
後
の
施
策
展
開

の
中
で
必
要
に
応
じ
て
活
用
し
て

い
き
た
い
。②
行
政
運
営
を
補
完

す
る
有
用
な
取
組
み
で
あ
り
、そ

の
手
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

た
い
。③
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い

て
市
民
、企
業
、大
学
等
と
の
連

携
・
協
働
を
進
め
、さ
ら
に
住
み

よ
い
ま
ち
に
す
る
取
組
み
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

２
９
０
年
の
歴
史
を
誇

る
新
発
田
ま
つ
り
は
市
民
に
と
っ

て
大
切
な
財
産
で
あ
り
、次
世
代

に
繋
ぐ
べ
き
も
の
と
考
え
る
。①

文
化
財
で
あ
る
台
輪
を
保
存
す

る
た
め
、修
繕
費
の
よ
り
手
厚
い

財
政
措
置
を
。②
伝
統
文
化
の
継

承
の
た
め
、ま
つ
り
期
間
中
は
市

内
の
全
校
を
休
み
に
。③
花
火
大

会
の
今
後
の
展
望
は
。

　
　
　

①
台
輪
修
理
に
係
る
補

助
金
は
、２
分
の
１
以
内
の
金
額

で
補
助
を
し
て
お
り
、現
行
の
補

助
率
は
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

②
休
業
日
は
校
長
が
教
育
上
特

に
必
要
と
認
め
る
措
置
で
あ
り
、

市
長
が
一
律
に
始
業
日
を
揃
え

る
こ
と
は
慎
む
べ
き
と
考
え
る
。

③
来
年
度
は
実
証
実
験
の
結
果

に
基
づ
き
、観
覧
場
所
や
交
通
規

制
、安
全
性
の
確
保
な
ど
を
踏
ま

え
、実
施
に
向
け
た
検
討
を
す
る

よ
う
、ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
指

示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　

日
本
百
名
城
で
あ
る
新

発
田
城
は
市
民
の
や
す
ら
ぎ
の

場
で
あ
る
と
と
も
に
、全
国
か
ら

訪
れ
る
多
く
の
方
々
を
魅
了
し

て
い
る
。新
発
田
城
の
お
堀
の
水

は
、流
入
す
る
水
が
無
く
汚
濁
が

進
ん
で
い
る
。河
川
な
ど
か
ら
水

を
入
れ
、流
れ
を
つ
く
れ
ば
極
端

な
水
質
悪
化
は
避
け
ら
れ
る
と

思
う
。新
井
田
川
か
ら
お
堀
へ
川

の
水
を
引
き
入
れ
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

　
　
　

新
発
田
城
の
お
堀
の
水

質
悪
化
は
、重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
も

様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き
た
。提

案
を
貴
重
な
意
見
と
し
て
受
け

止
め
る
と
と
も
に
、過
去
に
取
り

組
ん
だ
井
戸
水
の
引
き
込
み
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

浄
化
に
取
組
ん
で
い
る
他
自
治

体
の
事
例
を
調
査
・
研
究
し
、対

応
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

根
室
市
で
は
、高
校
生
を

対
象
に
地
域
防
災
特
別
事
業
の

実
施
や
小
・
中
学
校
が
一
緒
に
行

う
津
波
発
生
時
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。新

発
田
市
に
お
け
る
次
世
代
へ
の
啓

発
活
動
等
の
現
状
を
伺
う
。

　
　
　

市
で
は
、高
等
学
校
へ
の

具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
出
来
て

い
な
い
が
、各
小
中
学
校
で
は
、

学
校
安
全
計
画
や
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、避
難
訓
練
等

を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、そ
れ

ぞ
れ
所
在
す
る
地
域
特
性
に
応

じ
た
取
組
み
に
加
え
、保
護
者
や

地
域
住
民
と
連
携
し
た
取
組
み

も
行
っ
て
い
る
。防
災
訓
練
や
啓

発
活
動
は「
こ
れ
だ
け
す
れ
ば
十

分
」と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
、

紹
介
事
例
も
参
考
と
し
、次
代
を

担
う
若
者
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る

世
代
へ
の
働
き
掛
け
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　
　
花
火
大
会
は
、実
施
に
向
け
た
検
討
を
す
る
よ
う
、ま
つ
り

実
行
委
員
会
に
指
示
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
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阿部　　聡

しばた魅力創造戦略骨子案に
関連して

Ｑ 

し
ば
た
魅
力
創
造
戦
略
骨
子
案
に
関
連
し
て

Ａ
　
　

第
３
子
の
未
満
児
の
保
育
料
の
無
料
化
を
実
現

し
て
い
き
た
い

　
　
　

①
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
と
青
少
年
健
全
育
成
の

た
め
、
五
十
公
野
公
園
の
体
育

施
設
に
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
用
の
屋

内
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
早
急
に
整
備

す
べ
き
。

②｢
蕗
谷
虹
児
パ
リ
展｣

は
大
成

功
だ
っ
た
。
外
国
人
誘
客
の
た

め
に
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
を
開
発

し
、
売
込
時
に
注
目
度
の
高
い

｢

蕗
谷
虹
児
展｣

を
現
地
で
開
催

し
、
当
市
の
魅
力
を
発
信
す
べ

き
。

佐藤　真澄

子どもの読書活動推進計画の
策定と環境整備について
子どものいじめ・自殺を
なくすために

Ｑ 

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
の
策
定
と
環
境
整
備
に
つ
い
て

Ａ
　
　

社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
視
点
か
ら
も

検
討
し
て
い
き
た
い

Ｑ 

子
ど
も
の
い
じ
め
・
自
殺
を
な
く
す
た
め
に

Ａ
　
　

児
童
生
徒
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
、適
切
に

対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

　
　
　

①
総
務
省
は
「
学
校
図

書
５
年
計
画
」
に
基
づ
き
計
画

的
な
図
書
の
整
備
、
担
当
職
員

の
配
置
な
ど
に
地
方
交
付
税
措

置
を
講
ず
る
と
し
て
い
る
が
、

「
基
本
計
画
」
検
討
は
。
②
子

ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
所
管

を
図
書
館
と
位
置
づ
け
、
そ
れ

を
推
進
す
る
職
員
体
制
の
充
実

を
。
③
学
校
図
書
館
法
の
改
正

で
「
学
校
司
書
」
が
法
制
化
さ

れ
た
。
年
次
計
画
で
配
置
す
る

考
え
は
。

　
　
　

①
平
成
26
年
度
、
市
内

の
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、
小

学
校
で
は
41
件
、
中
学
校
で
は

60
件
で
あ
る
。

　
　
　

７
月
の
岩
手
県
矢
巾
町

の
中
学
２
年
生
の
い
じ
め
を
苦

に
し
た
自
殺
は
、
大
き
な
衝
撃

だ
っ
た
。

①
当
市
の
い
じ
め
の
実
態
は
。

②
ど
う
し
た
ら
い
じ
め
に
よ
る

自
殺
を
防
げ
る
と
考
え
て
い
る

か
。

②
自
殺
を
防
ぐ
に
は
、
い
じ
め

の
早
期
発
見
、
即
時
対
応
が
何

よ
り
肝
要
で
あ
り
、
児
童
生
徒

の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
、

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
早
期
に

発
見
す
る
仕
組
み
と
学
校
、
家

庭
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
そ

の
子
に
寄
り
添
い
守
り
抜
く
体

制
の
構
築
が
い
じ
め
に
よ
る
自

殺
防
止
に
は
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
る
。

五十公野公園体育施設

小学校の図書室

③
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
実

現
の
た
め
、
第
３
子
以
降
の
保

育
料
無
料
化
は
現
在
18
歳
未
満

の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
世

帯
で
第
３
子
以
降
の
３
歳
児
か

ら
５
歳
児
に
適
用
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
未
満
児
に
も
適
用

を
拡
充
す
べ
き
。

　

以
上
３
点
に
つ
い
て
市
長
の

所
見
を
伺
う
。

　
　
　

①
屋
内
運
動
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
は
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
の
う
え
で
の
課
題
と

考
え
て
い
る
。現
在
の
財
政
計
画

の
中
で
整
備
を
予
定
し
て
い
な
い

事
業
で
あ
る
が
、諦
め
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。整
備
に
係
る
国
の

補
助
事
業
等
に
つ
い
て
、鋭
意
研

究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

②
当
市
独
自
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

客
に
つ
い
て
は
、10
月
に
日
本
へ
の

送
客
数
が
も
っ
と
も
多
い
台
湾
を

訪
問
し
、大
手
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
と
懇
談
す
る
予
定
で
あ
る
。具

体
的
な
旅
行
商
品
は
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。ま
た
、売
込

時
に
お
け
る
蕗
谷
虹
児
展
の
開

催
は
、実
現
に
向
け
て
努
力
し
た

い
。

③
平
成
25
年
度
か
ら
第
３
子
以

降
の
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
保

育
料
無
料
化
を
開
始
し
、多
子

世
帯
の
経
済
的
負
担
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。来
年
度

で
、認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
や

開
園
に
よ
り
、幼
稚
園
、保
育
園

間
の
不
公
平
感
が
生
ま
れ
な
い

と
い
う
土
壌
が
で
き
る
。第
３
子

の
未
満
児
の
保
育
料
の
無
料
化

を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

①
見
直
し
作
業
を
進
め

る「
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」基

本
計
画
、策
定
中
の
市
立
図
書

館
基
本
方
針
と
併
せ
、検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。②
図
書
館

を
中
心
に
関
係
課
と
連
携
し
、

社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る

視
点
か
ら
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。③
国
の
動
向
を
注
視
し
、資

格
要
件
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た

時
点
で
、配
置
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

他
の
質
問
：
介
護
保
険
施
行

15
年
の
い
ま
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中野　廣衛

新発田市人口ビジョン、しばた魅力
創造戦略骨子（案）について
徘徊認知症高齢者の見守り体制に
ついて

Ｑ 

新
発
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、し
ば
た
魅
力
創
造
戦
略
骨
子（
案
）に
つ
い
て

Ａ
　
　
総
合
戦
略
策
定
に
お
い
て
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
予
定
は
な
い

Ｑ 

徘
徊
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
体
制
に
つ
い
て

　
　

で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の
目
で
捜
索
で
き
る

よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い

　
　
　

総
合
戦
略
の
策
定
に
お

い
て
、
市
民
の
声
を
聞
く
機
会

が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
計
画
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
、
公
表
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
市
全
体

だ
け
で
な
く
地
区
単
位
の
指
標

や
政
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

魅
力
創
造
戦
略
に
し
て
も
、
よ

り
具
体
的
な
戦
術
、
施
策
を
計

画
に
載
せ
る
べ
き
と
思
う
が
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

当
市
で
は
、四
千
数
百
人

が
認
知
症
で
あ
る
と
推
計
さ
れ
、

そ
の
う
ち
約
２
５
０
０
人
が
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
。

　

行
方
不
明
者
の
捜
索
依
頼
が

あ
っ
た
場
合
は
、あ
ん
し
ん
メ
ー

ル
や
エ
フ
エ
ム
し
ば
た
の
ラ
ジ
オ

を
通
じ
た
呼
び
掛
け
な
ど
情
報

伝
達
手
段
を
活
用
し
、で
き
る
だ

け
多
く
の
市
民
の
目
で
捜
索
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

改
定
作
業
中
の
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、総
合

戦
略
策
定
で
は
、実
施
す
る
予
定

は
な
い
。公
表
は
広
報
し
ば
た
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
行
う
。人

口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、地
区
別
分
析

も
盛
り
込
む
こ
と
に
し
て
い
る
。

総
合
戦
略
で
は
、４
つ
の
基
本
目

標
と
20
の
施
策
を
実
践
す
る
取

組
内
容
を
示
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

土曜学習「七社塾」の様子

Ａ

今田　修栄

障害者が安心して暮らせる
まちづくりに
コミュニティスクールについて

Ｑ 

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

Ａ
　
　

民
間
事
業
者
に
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

Ｑ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　
　

地
域
の
人
材
の
活
用
等
を
一
層
進
め
、「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
き
た
い

　
　
　

新
発
田
市
内
に
は
身
体

障
が
い
者
手
帳
を
持
つ
方
は
約

４
０
０
０
人
い
る
。
市
と
し

て
、
将
来
、
重
度
身
体
障
が
い

者
に
対
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
入
居
施

設
整
備
を
一
日
で
も
早
く
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

と
は
学
校・家
庭・地
域
が
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
と
学
校
を
守
っ
て

い
く
仕
組
み
で
あ
る
。い
じ
め
問

題
を
は
じ
め
、学
校
運
営
に
保
護

者
や
地
域
が
力
を
合
わ
せ
、よ
り

よ
い
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
の
が

一
番
の
狙
い
だ
。改
め
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

当
市
の
小
中
学
校
で
は
、

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を
生
か

営
す
る
法
人
施
設
で
の
短
期
入

所
、ま
た
３
つ
の
介
護
施
設
で
の

受
け
入
れ
開
始
な
ど
徐
々
に
受

け
入
れ
状
況
の
改
善
が
な
さ
れ

て
き
て
い
る
。現
段
階
で
、市
が

長
期
的
に
入
所
可
能
な
施
設
整

備
を
行
う
予
定
は
な
い
が
、国
、

県
の
補
助
金
を
活
用
で
き
る
民

間
事
業
者
に
積
極
的
に
働
き
か

け
を
行
い
、身
体
障
が
い
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　

市
内
に
は
身
体
障
が
い

者
を
主
な
対
象
と
し
た
入
居
施

設
は
な
い
が
、障
が
い
施
設
を
運

Ａ
　
　
　

春
先
に
市
内
で
、認
知
症

を
患
っ
た
お
年
寄
り
が
行
方
不

明
と
な
り
、懸
命
の
捜
索
に
も
関

わ
ら
ず
十
日
程
後
に
死
亡
と
い

う
最
悪
の
形
で
発
見
さ
れ
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
っ
た
。当

市
で
の
認
知
症
を
患
う
お
年
寄

り
は
何
人
か
。ま
た
、行
方
不
明

者
対
策
や
地
域
住
民
、市
民
へ
の

情
報
提
供
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。地
域
住
民
の
参
画
に
よ
る

「
学
校
支
援
地
域
本
部
」、「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」、地
域
の
大
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指
導
す
る

「
土
曜
学
習
」に
取
組
ん
で
お
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
導
入

し
て
い
な
い
が
、個
々
の
事
業
を

通
し
て
、地
域
人
材
の
活
用
等
を

一
層
進
め
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問
：
い
じ
め
問
題
の

温
床
と
そ
の
対
応
策

◆新発田あんしんメールへのご案内◆
防災・火災・防犯情報、行方不明者情報等をメールで配信します。
【登録方法】
⑴下記のメールアドレスを直接入力するか、
　右記のＱＲコードを読み込んで空メールを
　送信してください。
　ri-shibata@mail.emergecast.jp

⑵登録案内のメールが届きますので受信したい情報を選択し、
　ご登録ください。

は
い
か
い
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加藤　和雄

負担を軽減し、払える国保税に
農業振興について

Ｑ 

負
担
を
軽
減
し
、払
え
る
国
保
税
に

Ａ
　
　

特
別
会
計
の
独
立
性
が
保
て
な
く
な
る
た
め
、

現
時
点
に
お
い
て
引
き
下
げ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

　
　
　

国
保
税
は
２
０
１
３
年

４
月
に
、
１
人
当
た
り
12
・
９

％
の
引
上
げ
、
今
年
４
月
に
も

13
・
５
％
の
引
上
げ
。
夫
婦
と

子
ど
も
２
人
、
４
人
世
帯
の
生

活
保
護
基
準
額
で
の
国
保
税
は

法
定
軽
減
が
適
用
さ
れ
て
も
約

38
万
円
で
生
活
は
大
変
。
国
保

税
を
軽
減
す
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
は
。
低
所
得
者
へ
の
減
免

制
度
の
拡
充
の
検
討
は
。

　
　
　

保
険
給
付
な
ど
の
支
出
に

見
合
う
よ
う
税
率
を
設
定
し
て
お

り
、引
下
げ
た
場
合
に
は
財
源
が

不
足
し
、特
別
会
計
の
独
立
性
が

保
て
な
く
な
る
た
め
、現
時
点
に

お
い
て
引
き
下
げ
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。減
免
基
準
に
つ
い
て

は
、生
活
保
護
基
準
額
を
参
考
に

検
討
し
た
が
、対
象
世
帯
が
極
め

て
少
な
い
た
め
、現
行
の
基
準
や

支
援
制
度
に
よ
り
、個
別
の
相
談

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

宮島　信人

新発田市・胎内市・聖籠町定住
自立圏構想について
日本一小さいと言われる櫛形
山脈について

Ｑ 

新
発
田
市
・
胎
内
市
・
聖
籠
町
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

Ａ
　
　

主
体
的
な
取
組
み
を
活
か
し
、魅
力
あ
る
圏
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る

　
　
　

胎
内
市
、聖
籠
町
と
は

広
域
事
務
組
合
を
構
成
し
、公

共
事
業
の
相
互
利
用
な
ど
連
携

し
て
き
た
。さ
ら
に
、３
市
町
が

様
々
な
分
野
で
連
携
す
る
こ
と

は
極
め
て
有
意
義
で
あ
り
、大

い
に
期
待
す
る
。①
中
心
的
な

役
割
を
担
う
新
発
田
市
長
の
心

構
え
を
伺
う
。②
連
携
事
業
と

し
て
東
京
六
大
学
野
球
オ
ー
ル

ス
タ
ー
新
発
田
戦
も
あ
る
が
、

実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｑ 

農
業
振
興
に
つ
い
て

　
　

現
在
、農
村
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
訂
の
準
備
作
業
を
進
め
て

お
り
、時
代
に
合
っ
た
新
た
な
展
開
を
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い

　
　
　

①
被
害
は
９
月
１
日
現

在
で
水
稲
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
大
豆
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
園
芸
施
設
や
畜
産
施
設
の

屋
根
等
の
破
損
が
生
じ
た
。

②
現
在
、
改
訂
の
準
備
作
業
を

進
め
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
や
し
ば
た
魅
力
創
造
戦

略
と
の
整
合
を
図
り
、
必
要
な

も
の
は
引
き
続
き
実
行
し
、
時

代
に
合
っ
た
新
た
な
展
開
を
盛

り
込
ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

Ａ
　
　
　

昨
年
、農
家
は
、米
の
交

付
金
の
半
減
、米
価
の
暴
落
、台

風
被
害
に
よ
る
減
収
な
ど
で
厳

し
い
年
だ
っ
た
。　　
　
　
　
　

①
今
年
も
台
風
15
号
に
よ
る「
白

穂
」な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
。

被
害
状
況
は
。　　
　
　
　

②「
新
発
田
市
農
村
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」は
農
業
・
農
村
の
将
来
像

を
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

が
、今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
。

　
　
　

①
３
市
町
の
職
員
か
ら

48
の
連
携
想
定
事
業
の
提
案
が
あ

る
。職
員
が
主
体
的
に
捉
え
て
い

る
結
果
で
あ
り
、心
強
く
感
じ
て

い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
的
な
取

組
み
を
活
か
し
、新
潟
県
、さ
ら
に

日
本
を
リ
ー
ド
す
る
魅
力
あ
る
圏

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

②
東
京
六
大
学
野
球
連
盟
か
ら

平
成
28
年
度
の
当
市
で
の
開
催
に

つ
い
て
内
諾
を
得
て
い
る
。

大峰山橡平桜樹林

稲刈り体験交流の様子（上三光地内）

Ｑ 

日
本
一
小
さ
い
と
言
わ
れ
る
櫛
形
山
脈
に
つ
い
て

　
　

月
岡
温
泉
や
し
ば
た
ん
観
光
バ
ス
、胎
内
市
な
ど
と

連
携
し
た
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
き
た
い

　
　
　

①
箱
岩
峠
か
ら
胎
内
観

音
音
ま
で
の
縦
走
路
の
活
用
と
誘

Ａ
　
　
　

櫛
形
山
脈
の
一
つ｢

大
峰

山｣

は
、す
ば
ら
し
い
自
然
景
観

と
豊
か
な
植
物
が
群
生
し
、展
望

台
か
ら
の
眺
め
は
絶
景
で
あ
る
。

①
櫛
形
山
脈
観
光
に
関
し
て
胎

内
市
と
連
携
強
化
。②
菅
谷
不

動
尊
や
月
岡
温
泉
と
の
連
携
。③

大
峰
山
か
ら
の
入
山
者
数
の
増

加
を
目
指
す
取
組
み
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

客
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
胎
内

市
と
連
携
し
取
組
ん
で
い
き
た

い
。②
菅
谷
不
動
尊
を
参
拝
し
た

り
、月
岡
温
泉
で
登
山
の
汗
を
流

せ
る
観
光
ツ
ア
ー
な
ど
の
開
発
を

進
め
て
い
き
た
い
。③
し
ば
た
ん

観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
を
多
数
企
画

し
、売
り
込
み
や
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る

と
と
も
に
、胎
内
市
と
連
携
し
た

周
遊
観
光
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
計
画
し
て
い
き
た
い
。

〔14〕



石山　洋子

投票率向上対策と１８歳選挙権の
対応について
鳥獣被害（ハクビシン）の現状と生活環境
及び住宅汚染被害の防止対策について

Ｑ 

投
票
率
向
上
対
策
と
18
歳
選
挙
権
の
対
応
に
つ
い
て

Ａ
　
　

政
治
参
加
へ
の
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、

小
中
学
校
に
指
導
し
て
い
き
た
い

Ｑ 

鳥
獣
被
害（
ハ
ク
ビ
シ
ン
）の
現
状
と
生
活
環
境
及
び
住
宅
汚
染

被
害
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
　

空
家
に
住
み
つ
き
被
害
を
も
た
ら
す
例
も
あ
る

た
め
、管
理
に
つ
い
て
所
有
者
に
徹
底
し
て
い
き
た
い

　
　
　

①
全
国
的
に
投
票
率
が

低
下
傾
向
に
あ
り
、
当
市
も
ま

た
同
様
で
あ
る
。
対
策
と
し
て

投
票
し
や
す
い
環
境
整
備
や
工

夫
が
重
要
で
あ
る
。
大
型
商
業

施
設
で
の
期
日
前
投
票
所
の
設

置
や
、
期
日
前
投
票
宣
誓
書
の

入
場
券
印
刷
は
ど
う
か
。

②
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
る
18

歳
選
挙
権
の
対
応
、
教
育
現
場

に
お
け
る
主
権
者
教
育
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

①
捕
獲
に
は
原
則
、資
格

と
捕
獲
許
可
が
必
要
な
た
め
専

門
駆
除
業
者
を
紹
介
し
て
い
る
。

空
家
に
住
み
つ
き
繁
殖
し
被
害

を
も
た
ら
す
例
も
あ
る
た
め
、空

屋
の
管
理
に
つ
い
て
所
有
者
に
徹

底
し
て
い
き
た
い
。

②
ハ
ク
ビ
シ
ン
対
策
に
特
化
し
た

支
援
制
度
は
な
い
が
、被
害
に
よ

り
補
修
、修
繕
が
必
要
な
場
合
は

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の

対
象
と
な
る
。

　
　
　

①
既
に
設
置
、対
応
し
て

い
る
他
市
の
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、法
改

正
を
受
け
た
啓
発
活
動
や
情
報

発
信
に
取
組
ん
で
い
く
。主
権
者

教
育
に
つ
い
て
は
、発
達
段
階
に

応
じ
、体
験
的
学
習
な
ど
指
導
法

等
を
工
夫
し
、児
童
生
徒
の
政
治

参
加
へ
の
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
、今
後
も
小
中
学
校
を
指
導
し

て
い
き
た
い
。

新発田駅を利用する高校生

整備中の青少年宿泊施設
（旧赤谷小学校）

Ａ

宮村　幸男

青少年育成宿泊施設の通年利用と
周辺環境の整備について

Ｑ 

青
少
年
育
成
宿
泊
施
設
の
通
年
利
用
と
周
辺
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

Ａ
　
　

地
元
自
治
会
等
で
構
成
す
る
管
理
運
営
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、検
討
を
進
め
て
い
る

　
　
　

旧
赤
谷
小
学
校
跡
の
青

少
年
育
成
宿
泊
施
設
の
利
用
は

保
育
園
児
か
ら
小
中
学
生
、
そ

し
て
障
が
い
者
の
利
用
も
希
望

が
あ
れ
ば
可
能
に
す
べ
き
だ
。

自
然
に
触
れ
る
機
会
は
都
会
に

限
ら
ず
、
市
内
の
子
ど
も
達
も

激
減
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
農
業
を
含
め
自
然
体
験

が
、
子
ど
も
達
の
健
全
な
心
身

を
育
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
施
設
の
３
６
５
日
の
利
用

　
　
　
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
よ
る
農
作

物
、屋
根
裏
へ
の
住
居
侵
入
に
よ

る
糞
尿
、悪
臭
、騒
音
被
害
が
拡

大
し
て
い
る
。侵
入
経
路
の
修
繕

や
捕
獲
料
金
な
ど
多
額
の
費
用

も
発
生
し
て
い
る
。

①
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害
防
止
対
策

（
捕
獲
）。

②
ハ
ク
ビ
シ
ン
対
策
に
住
宅
改
修

（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
）

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

と
そ
の
受
け
入
れ
体
制
を
作
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
宿
泊
定
員

等
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
旧
中
学
校
と
の
間
に

ビ
オ
ト
ー
プ
池
が
あ
り
、
田
園

等
活
用
の
た
め
に
も
旧
中
学
校

跡
地
に
休
憩
所
や
駐
車
場
な
ど

環
境
整
備
が
必
要
と
思
う
。
ま

た
、
赤
谷
地
域
の
歴
史
と
文

化
、
豊
か
な
自
然
を
小
冊
子
に

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

施
設
の
利
用
形
態
や
体

験
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
立

案
等
を
協
議
す
る
た
め
、
地
元

自
治
会
や
青
少
年
健
全
育
成
関

係
団
体
等
で
構
成
す
る
管
理
運

営
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
検
討

を
進
め
て
い
る
。
利
用
者
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
心
身
と
も
に
健
全
な
青

少
年
の
育
成
の
場
」
「
地
域
の

活
性
化
」
に
合
致
す
る
場
合

は
、
一
般
の
利
用
も
で
き
る
こ

と
か
ら
、
園
児
な
ど
も
利
用
で

き
る
。
開
設
期
間
は
、
４
月
中

旬
か
ら
11
月
末
ま
で
を
予
定
し

て
い
る
。
通
年
開
設
は
、
今
後

の
利
用
用
状
況
に
よ
り
検
討
し

て
い
く
。
宿
泊
定
員
は
70
名
を

予
定
し
て
お
り
、
赤
谷
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
小
中
学
校
の
授
業
や
ス
ポ

ー
ツ
ア
ン
ド
カ
ル
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
連
携
を
含
め
、
多

様
な
利
用
が
で
き
る
施
設
と
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　

旧
中
学
校
跡
地
の
環
境
整
備

は
今
後
の
利
用
状
況
に
よ
り
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
赤

谷
地
域
は
歴
史
と
文
化
と
自
然

の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
運

営
委
員
会
で
十
分
協
議
し
、
魅

力
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信

し
、
利
用
者
の
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
。

〔15〕
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Ｑ　

定
住
促
進
事
業
の
市
外
の
方
へ
の
周
知
状
況

と
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
状
況
は
。

Ａ　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
東
京

新
潟
県
人
会
総
会
で
の
紹
介
、
新
潟
県
主
催
の
首

都
圏
在
住
の
移
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
に
も
参
加
し
周
知
を
し
て
い
る
。
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
状
況
は
、
当
初
登
録
数
に
対
し
、
成
立
件

数
が
５
件
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
除
外
希
望
が
あ

り
、
現
在
で
は
物
件
登
録
が
７
件
、
利
用
者
登
録

が
30
件
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

当
市
に
対
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
、
逆
に
他
市

へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
確
定
状
況
は
。

Ａ　

平
成
25
年
度
は
当
市
へ
の
寄
附
額
が
７
５
万
８

千
円
に
対
し
、
他
市
へ
は
３
１
７
万
７
千
円
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
は
当
市
へ
１
７
９
万

５
千
円
、
他
市
へ
３
３
８
万
１
千
円
で
赤
字
と
な

っ
た
。
今
年
度
は
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
今
年

８
月
末
現
在
で
、
当
市
へ
の
寄
附
は
２
６
９
２

件
、
金
額
で
７
４
５
９
万
６
５
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ　

各
種
審
議
会
へ
の
女
性
登
用
の
状
況
は
。
ま

た
、
一
定
の
目
的
を
定
め
た
事
業
推
進
が
求
め

ら
れ
る
の
で
は
。

Ａ　

第
３
次
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
で
は
平
成

30
年
度
末
ま
で
に
審
議
会
委
員
の
女
性
登
用
を
30

％
と
す
る
目
標
を
明
記
し
て
い
る
。
今
年
４
月
１

日
現
在
で
32
・
９
％
と
な
り
、
目
標
値
を
超
え
た

た
め
、
こ
れ
を
通
過
点
と
し
、
新
た
な
目
標
を
定

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
①
設
備
故
障
に
よ
り
、風
車
を
停
止
し
た
期

間
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、平
均
を
超
え

る
発
電
実
績
が
あ
っ
た
が
、減
収
と
な
っ
た
理
由

は
。②
負
債
の
返
済
に
つ
い
て
と
新
た
な
設
備

投
資
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

①
平
均
を
上
回
る
発
電
量
が
あ
っ
た
も
の
の
、

前
期
実
績
に
比
べ
る
と
発
電
量
は
少
な
か
っ
た
た

め
、結
果
的
に
減
収
と
な
っ
た
。②
負
債
の
返
済

は
分
割
返
済
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、新
た
に
洋

上
風
力
発
電
に
設
備
投
資
と
な
る
と
、資
金
面

の
課
題
も
大
き
い
。陸
上
風
力
の
増
設
に
つ
い
て

は
、市
と
協
議
を
し
て
い
る
。

Ｑ　

①
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
し
た
修
繕
計

画
の
状
況
は
。②
幼
児
の
入
館
料
無
料
化
の

対
象
を
市
民
に
限
定
し
、シ
ニ
ア
割
引
な
ど

各
種
割
引
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

①
開
館
し
て
13
年
が
経
過
し
、施
設
も
傷
ん
で

き
て
い
る
。市
と
協
議
し
な
が
ら
計
画
的
な
補
修

を
行
っ
て
い
き
た
い
。②
幼
児
の
割
引
は
市
内
外

問
わ
ず
割
引
を
行
い
、売
上
増
に
繋
げ
る
こ
と

で
、納
税
額
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。シ
ニ

ア
割
引
は
当
初
か
ら
実
施
し
て
お
り
、現
行
割

引
制
度
を
３
年
程
度
は
継
続
し
、今
後
の
動
向

を
注
視
し
た
い
。

Ｑ　
①
会
員
数
等
の
減
少
状
況
と
紫
雲
の
郷

館
を
利
用
し
た
事
業
の
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。②
積
立
資
金
の
取
崩
し
状
況
と
、

廃
業
が
あ
っ
た
場
合
の
会
費
の
取
扱
い
や
滞

納
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

①
退
会
の
約
半
数
は
廃
業
や
支
店
統
合

に
よ
る
も
の
で
、そ
れ
に
伴
い
事
業
所
や
会

員
の
数
が
減
少
し
た
が
、既
入
会
事
業
所
か

ら
の
会
員
増
も
あ
る
。紫
雲
の
郷
館
に
関
わ

る
事
業
も
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、加
入
増
に
つ
な
げ

た
い
。②
市
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
で
取
崩

し
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
時
も
あ
る
。サ
ー

ビ
ス
の
見
直
し
や
会
費
の
値
上
げ
等
、将
来

に
向
け
た
検
討
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
①
売
上
総
利
益
が
減
額
し
た
要
因
は
。ま

た
、エ
フ
エ
ム
ラ
ジ
オ
の
普
及
状
況
は
。②
番
組

の
自
主
制
作
比
率
の
向
上
は
考
え
な
い
の
か
。

Ａ　

①
売
上
総
利
益
の
減
額
は
放
送
設
備
の

老
朽
化
に
伴
う
主
要
機
器
の
入
れ
替
え
の

影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。ま
た
、エ
フ
エ
ム

ラ
ジ
オ
の
普
及
の
取
組
み
は
い
ろ
い
ろ
行
って

き
た
が
、今
年
度
、難
聴
地
域
解
消
事
業
が

終
了
す
る
た
め
、促
進
に
向
け
模
索
し
て
い

き
た
い
。②
限
ら
れ
た
職
員
の
中
で
、良
い

番
組
づ
く
り
、聞
い
て
も
ら
え
る
番
組
づ
く

り
に
取
組
ん
で
き
た
。今
後
も
、引
き
続
き

魅
力
あ
る
番
組
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
き

た
い
。

Ｑ　

 

①
し
ば
た
ん
市
場
の
電
子
商
取
引
の

状
況
は
。②
今
年
度
の
う
ま
い
も
の
横

丁
の
開
催
に
向
け
た
現
状
は
。

Ａ　

①
予
定
よ
り
取
引
が
少
な
か
っ
た
。Ｐ
Ｒ

不
足
が
原
因
と
考
え
て
い
る
。今
後
の
取
組

み
向
上
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。②
今

年
度
の
う
ま
い
も
の
横
丁
は
、カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
が
使
え
な
い
た
め
、コ
モ
プ
ラ
ザ
を
会

場
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。新
た
な
商
品

誘
致
等
に
よ
り
、多
く
の
方
々
の
来
場
に
つ

な
げ
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会
関
係

第

３

セ

ク

タ

ー

関

係

平成26年度一般会計決算審査状況
前年度の予算執行状況を厳しくチェック

　平成２６年度一般会計決算議案は、12人で構成する一般会計決算審査特別委員会を設置し、第３セクター関
係の審査を含め、４日間にわたり審査しました。
　特別委員会では、厳しい審査を経て、審査の最後に採決を行い、全会一致で認定すべきものと決しました。
本会議最終日において、特別委員会委員長報告を受け、討論を行い認定しました。
（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

定
住
促
進
関
連

市
税
関
連

男
女
共
同
参
画
関
連

紫
雲
寺
風
力
発
電（
株
）

（
株
）紫
雲
寺
記
念
館

（
公
財
）新
発
田
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
株
）エ
フ
エ
ム
し
ば
た

（
一
社
）新
発
田
市
観
光
協
会
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Ｑ　

①
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
状
況
と
施
設

の
狭
隘
に
対
す
る
改
善
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ　

平
成
26
年
度
は
狭
隘
に
よ
り
、住
吉
児
童
ク

ラ
ブ
を
分
割
改
修
し
た
。同
じ
く
、こ
う
ぬ
ま
児

童
ク
ラ
ブ
も
、外
ヶ
輪
小
学
校
内
に
新
た
に
外
ヶ

輪
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
け
改
善
を
図
っ
た
。豊
浦
地

区
の
児
童
ク
ラ
ブ
も
狭
隘
化
し
て
お
り
、地
区
公

民
館
を
活
用
し
て
対
応
し
て
い
る
。ま
た
、そ
の

ほ
か
御
免
町
、五
十
公
野
、地
区
の
児
童
ク
ラ
ブ

が
狭
隘
気
味
と
な
っ
て
い
る
。今
後
の
小
学
校
統

廃
合
等
の
方
向
性
を
見
な
が
ら
検
討
、対
応
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

学
力
向
上
の
取
組
み
に
つ
い
て
、小
学

校
で
は
成
果
を
得
て
い
る
が
、中
学
校
で

は
全
国
平
均
を
下
回
る
教
科
が
あ
る
な

ど
ふ
る
わ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。今
後
の

考
え
方
と
学
校
間
格
差
の
状
況
は
。

Ａ　

指
摘
の
と
お
り
、
中
学
校
で
の
学
力
向
上
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
８
月
末
に
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
が
出
て
、
数
学
は
全
国
平
均
に
及

ば
な
か
っ
た
が
、
改
善
が
見
ら
れ
、
学
校
間
格

差
も
詰
ま
っ
て
き
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
数
学

担
当
の
指
導
主
事
を
配
置
し
、
授
業
内
容
の
見

直
し
を
し
な
が
ら
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

Ｑ　

高
齢
者
施
設
等
で
の
高
齢
者
へ
の

虐
待
の
状
況
把
握
は
。

Ａ　

施
設
に
お
け
る
虐
待
事
例
の
報
告
は
届

い
て
い
な
い
。同
居
家
族
か
ら
の
虐
待
は
相

談
、通
報
等
で
報
告
が
あ
り
、実
際
に
虐
待

と
判
断
さ
れ
た
事
例
も
あ
っ
た
。対
策
と
し

て
、一
時
的
に
施
設
入
所
す
る
こ
と
や
家
族

Ｑ　
上
中
山
豚
舎
の
臭
気
と
水
質
対
策
の
状
況
は
。

Ａ　

今
年
８
月
に
畜
産
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

共
に
立
入
検
査
を
行
っ
た
。ア
ド
バ
イ
ザ
ー

か
ら
は
夏
場
は
敷
料
が
乾
燥
す
る
た
め
、状

況
と
し
て
は
概
ね
良
好
と
の
見
解
を
得
た

が
、完
全
で
は
な
く
、冬
場
の
管
理
が
問
題

と
な
って
く
る
。ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
協
議
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ　
①
民
間
住
宅
借
上
げ
に
よ
り
公
営
住
宅
入

居
待
機
者
を
解
消
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

Ａ　

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と
協
議
し
、検

討
し
て
き
た
が
、民
間
借
上
げ
住
宅
に
よ
る

対
策
を
と
っ
た
場
合
の
課
題
が
整
理
で
き
て

い
な
い
状
態
に
あ
る
。契
約
期
間
が
長
期
に

わ
た
り
、契
約
満
了
後
の
対
応
に
つ
い
て
の

課
題
が
生
じ
て
く
る
。既
存
市
営
住
宅
の

長
寿
命
化
対
策
で
対
応
す
る
ほ
か
、市
の
定

住
化
対
策
事
業
等
と
連
携
し
、市
の
全
体

的
な
取
組
み
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
20
代
、
30
代
の
自
殺
が
増
加
し
て
い
る
が
、

当
市
に
お
け
る
防
止
策
の
取
り
組
み
状
況
は
。

Ａ　

市
で
は「
予
防
に
向
け
た
啓
発
普
及
」

「
予
防
対
策
推
進
」「
相
談
体
制
連
携
強

化
」の
３
つ
を
取
組
み
の
重
点
と
し
て
、講
演

会
開
催
に
よ
る
啓
発
、相
談
会
開
催
に
よ
る

予
防
対
策
、相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。そ
の
他
、地
域
担
当
保
健
師
が
健
康
相

談
を
行
う
際
に
は
、心
の
相
談
を
合
わ
せ
て

実
施
し
、約
80
名
の
支
援
に
つ
な
が
る
結
果

と
な
っ
た
。

社
会
文
教
常
任
委
員
会
関
係

経済建設常任委員会関係

Ｑ　そばまつり、新発田ブランド認証制度や軽トラ
市、１００円商店街の実施でどれだけ商工振興に
役立ったと判断しているのか。
Ａ　平成26年度のそばまつりは、「第20回日本そば博
覧会」という全国レベルのものを誘致した。例年に
比べ10倍以上の来場者があり成功であったと考えて
いる。今後も、会場、出展ブース等を検討し開催して
いきたい。ブランド認証制度は新発田市のＰＲと認
証商品の売り込みを目的としており、実際に売上げ
を15％伸ばす商品もあることから継続してＰＲを図
っていく。軽トラ市や１００円商店街の実施は中心商
店街の賑わい創出を狙うもので、商店街に人を呼び
込む小さな波紋でも、各商店にその意図を汲み取っ
てもらい、循環ができることを期待し、商工会議所
等と連携していく。

Ｑ　平成２６年度の松くい虫防除事業の状況と今
後の展望は。
Ａ　松くい虫対策事業における今年度の伐倒木は2万
8千82本であった。また、家庭の庭先は緊急松くい
防除対策事業で対応し、５６４本を伐採した。被害
状況は減少傾向にあると判断しており、今秋現場確
認を行い、来年度以降の対応を検討していく。

Ｑ　防犯灯のＬＥＤ化について、路線別でまばらに行
うより一括して実施することで、電気料金の削減と
統一感の創出につながると考えるがいかがか。
Ａ　防犯灯のＬＥＤ化については積極的に実施してい
きたいと考えているが、まだまだ使用可能な灯具を
廃棄してしまうことになるため、今後の課題として検
討していきたい。
Ｑ　消雪パイプの設置要望への対応はどうなって
いるのか。
Ａ　消雪パイプの設置については、多くの要望がある
ため、現地の状況を確認し、除雪業者と相談しなが
ら対応していきたい。また、地区によっては私道の融
雪装置設置助成制度を活用したいとの話もあること
から、相談しながらやっていきたい。

Ｑ　新発田版はとバス「しばたんバス」事業の実績
と総括はどのように考えているか。
Ａ　平成26年度は新規事業として手さぐりで実施して
きた。反省点を整理し、ガイドができる運転手の教
育を行っているほか、ボランティアガイドに同乗して
もらうなど改善策を講じているところである。また、
市内に留まらず、広域的な取組みとして、胎内市と連
携して映画ロケ地をめぐるツアーなども行ってきた。

今後も利用率を上げるよう努めていきたい。

内
で
の
話
し
合
い
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
利

用
す
る
こ
と
で
回
避
す
る
な
ど
の
対
応
し

て
い
る
。

き
ょ
う
あ
い

ぎ
ゃ
く
た
い

教
育
関
連

福
祉
関
連

福
祉
関
連

自
殺
対
策
関
連

商業振興・中心市街地関連
松林等保全関連

地域整備関連

観光関連
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市
長
へ
の
総
括
質
疑

※

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
決
算
審
査（
16~

17
ペ
ー
ジ
参
照
）の

内
容
を
踏
ま
え
、市
長
に
総
括
的
な
質
疑
を
行
っ
た
も
の

一般会計決算審査特別委員会

◎ 委員長　○ 副委員長
◎ 

中
村　
　

功

○ 

川
﨑　

孝
一

　

 

佐
藤　

武
男

　

 

稲
垣
富
士
雄

　

 

小
柳　
　

肇

　

 

宮
崎　

光
夫

　

 

入
倉　

直
作

　

 

小
林　
　

誠

　

 

湯
浅
佐
太
郎

　

 

宮
村　

幸
男

　

 

佐
藤　

真
澄

　

 

渡
邊　

喜
夫

　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

Ｑ　

中
心
市
街
地
活
性
化
や
商
店
街
の
賑
わ
い

創
出
の
取
り
組
み
な
ど
、で
き
る
限
り
の
こ
と

を
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、市
役
所
新
庁
舎
や

新
発
田
駅
前
複
合
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
控
え

て
い
る
今
、決
算
の
状
況
等
を
見
て
も
市
街
地

の
活
性
化
が
本
当
に
図
れ
る
の
か
と
危
惧
し

て
い
る
。人
口
問
題
も
含
め
て
、
新
発
田
市
に

人
を
呼
び
込
む
た
め
、中
心
市
街
地
活
性
化
に
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
予
算
を
投
入
し
て
き
た
が
、

今
回
の
決
算
を
踏
ま
え
て
、市
庁
舎
オ
ー
プ
ン

ま
で
に
具
体
的
に
実
現
で
き
る
活
性
化
策
、意

気
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

商
店
街
の
活
性
化
は
「
あ
き
ら
め
な
い
」
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。他

自
治
体
で
も
苦
戦
し
て
い
る
難
し
い
問
題
で

あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。ま
ず
は
、
中
心

市
街
地
の
中
に「
顔
づ
く
り
」す
る
た
め
、ソ
フ

ト
事
業
と
し
て
軽
ト
ラ
市
や
１
０
０
円
商
店

街
に
取
組
ん
で
い
る
。５
年
間
位
は
事
業
を
継

続
し
、検
証
、工
夫
を
加
え
、効
果
が
な
い
な
ら

廃
止
し
、新
た
な
取
組
み
を
行
う
こ
と
も
あ
り

得
る
。

　
　

何
も
し
な
い
こ
と
が
、
一
番
駄
目
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。若
手
二
世
会
や
商
工
会
議
所
青

年
部
の
皆
さ
ん
も
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
を
検
証
し
、淘
汰
す

る
も
の
は
淘
汰
し
、伸
ば
し
て
い
け
る
も
の
は

伸
ば
し
て
い
く
こ
と
で
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
い
う
意
気
込
み
で
い
る
。

　
　

が
ん
検
診
事
業
に
つ
い
て

Ｑ　

５
大
が
ん
の
中
で
肺
が
ん
に
次
い
で
胃
が

ん
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。新
発
田
市
の
３
か

年
の
胃
が
ん
検
診
受
診
率
は
概
ね
15
％
に
留

ま
っ
て
い
る
。国
で
は
受
診
率
を
50
％
に
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
し
、

胃
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
代
わ
り
、内
視
鏡
検
査
を

推
奨
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。決
算
に
あ
た
り
、

26
年
度
の
が
ん
検
診
事
業
を
総
括
し
、受
診
率

向
上
の
た
め
、発
見
率
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
る

胃
内
視
鏡
検
査
の
導
入
に
つ
い
て
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

Ａ　

市
で
は
検
診
受
診
意
向
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
約
７
割
の
回
答
が
あ
る
。し
か
し
な
が

ら
、半
数
程
度
の
受
診
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。受
診
率
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
お
り
、何
と
か
向
上

に
向
け
て
取
組
む
よ
う
担
当
部
署
に
も
指
示

し
て
い
る
。

　
　

た
だ
し
、内
視
鏡
検
査
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

受
診
率
向
上
に
つ
な
が
る
と
の
判
断
を
す
る

に
は
、現
在
持
ち
合
わ
て
い
る
も
の
が
な
い
状

況
に
あ
る
。国
の
方
で
議
論
が
始
ま
っ
た
こ
と

は
聞
い
て
い
る
が
、ま
だ
研
究
段
階
で
あ
る
と

捉
え
て
お
り
、今
後
の
推
移
を
見
て
い
き
た
い
。

結
果
と
し
て
、受
診
率
向
上
や
市
民
の
健
康
に

つ
な
が
る
な
ら
ば
実
施
す
べ
き
と
は
考
え
る

が
、受
診
者
の
身
体
的
な
影
響
や
経
費
負
担
等

を
総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
　

紫
雲
寺
風
力
発
電（
株
）に
つ
い
て

Ｑ　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、
今
後
ま
す

ま
す
重
要
な
分
野
と
な
る
。紫
雲
寺
風
力
発
電

（
株
）の
決
算
状
況
に
つ
い
て
、固
定
負
債
の
借

入
金
利
率
が
低
金
利
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、市
長
の
見
解
を
伺

う
。

Ａ　

風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
は
、
旧
紫
雲
寺
町

か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。以
前
管
理
し

て
い
た
会
社
か
ら
現
在
の
紫
雲
寺
風
力
発
電

（
株
）に
管
理
が
移
行
し
た
際
に
、１
億
８
千
万

の
負
債
が
あ
っ
た
中
、株
主
で
あ
る（
株
）藤
井

商
店
が
８
千
万
円
を
肩
代
わ
り
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。負
債
が
あ
る
た
め
、
市
中
銀
行
か

ら
の
借
入
も
か
な
わ
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。利
率
は
当
時
と
し
て
は
決
し
て
高
い
も
の

と
捉
え
て
い
な
い
。

　
　

し
か
し
、
指
摘
の
趣
旨
も
理
解
で
き
る
こ
と

か
ら
、51
％
の
株
を
所
有
す
る
新
発
田
市
と
し

て
、
現
在
の
状
況
を
精
査
し
、
必
要
に
応
じ
て

借
り
換
え
等
に
つ
い
て
質
し
て
い
き
た
い
。

　
　

友
好
都
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

Ｑ　

大
韓
民
国
議
政
府
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
、

こ
こ
数
年
、中
止
と
な
っ
て
い
る
。昨
年
度
は
、

韓
国
国
内
に
お
け
る
船
舶
事
故
の
影
響
も

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、今
後
の
関
係
性
と
交
流
事

業
の
取
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

日
本
と
大
韓
民
国
で
は
、
国
と
地
方
の
関
係

性
が
違
う
な
ど
国
情
が
違
う
と
考
え
て
い
る
。

交
流
が
途
絶
え
て
い
る
こ
と
は
残
念
だ
が
、都

市
間
交
流
こ
そ
が
本
当
の
国
際
化
で
あ
る
と

思
う
。交
流
を
途
絶
え
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。政
治
的
影
響
も
あ
る
が
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
、国
際
人
と
な
る
第
一
歩

と
す
る
た
め
、交
流
は
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。　

市長総括質疑の模様
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discussion

本会議での一般会計決算審査
特別委員会委員長報告

　平成２６年度一般会計決算について、会派と
しての賛成・反対の意見を述べています。

討 論

賛成

賛成

賛成

賛成

　自然災害の備えに怠ることなく「安心・安全」
なまちづくりとして「財政調整基金」の積立が
必要である。また、新発田市の人口ビジョンが
示され、人口減少傾向にある中、身の丈に合っ
た予算規模の適正化を図ることが重要である。
新たな箱物への投資は、財政への圧迫が懸念さ
れ慎重であるべきだ。新発田の子どもたちに、
希望ある未来と夢見る未来に向け、新年度予算
編成に全力を挙げてほしいと願い賛成する。

民主クラブ　小坂　博司

　主要財政指標では財政力指数が年々悪化し、
経常収支比率でも弾力性を失いつつある。財政
の健全化判断比率は良好な状況で大きな不安は
ないが、財政計画は慎重に計画し、より健全財
政に努め、災害対策、少子化対策と子育て対策、
中心市街地はもとより、農山村、中山間地のコ
ミュニティー再構築など、市民生活の安全、安
心を重視した施策の充実を期待し、賛成する。

青風会　湯浅 佐太郎

　平成２６年度は消費税増税や農家の収入減な
どで、市民のくらしや地域経済が打撃を受けた。
保育園の待機児童解消に向けた事業推進、第３
子以降保育料助成、児童クラブの受け入れ拡充、
就学援助の項目の拡充など、子育て支援は評価
する。市税の収納率は上がったが差押え件数は
約２倍増となっている。低所得層に滞納が多く、
強権的な取り立てではなく納税相談を重視する
ことを要望し、賛成する。

日本共産党　加藤　和雄

　法人税、固定資産税が伸び市税収入が増加。
少子化対策に「子ども医療費」「第３子以降の
出産費・保育料」の助成事業等、子育て世帯の
家計を支え、安心して子育てが出来る環境整備
を評価する。土砂災害や洪水被害対策にハード
面とともに自主防災の組織率向上と防災意識の
一層の啓発を。地方創生へ魅力あふれる「まち
づくり」と市民が豊かさを実感できる事を期待
し、賛成する。

公明党　渡邊　喜夫

賛成

賛成

　義務教育施設の耐震化改修事業、第３子以降
出産費助成事業、子育て支援事業は子どもを産
み育てやすい環境づくりに資しているものと考
える。また、情報システムのクラウド化、これ
らソフトとハードの事業も評価に値する。財政
面では対前年比で歳入歳出ともに減少している
ものの、単年度収支、実質単年度収支ともに黒
字化したことを評価するとともに一定の成果を
得たものと判断し、賛成する。

市民クラブ　佐藤　武男

　人口の社会増を背景に固定資産税が増加し、
自主財源の根幹をなす「市税収入」が８年ぶり
に増加に転じたのは特筆すべきである。更なる
子育て支援充実による交流人口の増加に期待し
たい。市債は交付税措置率が72％に及び、小さ
な投資で最大級の果実を得ている。今後も民間
の視点を取り入れ、一層の厳しい財政規律を維
持すると共に、来たる人口減少社会へ向けて、
産業振興への取組みにも期待し、賛成する。

新発田政友会　小柳　肇



議案は常任委員会に付託され、慎重に審査されます。
その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。
（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

　９月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案５件、陳情１件、審査の結果、陳情１件は
不採択とし、議案はすべて可決すべきものとしました。

総務常任委員会 委員長　小坂 博司

　Ｕ・Ｉターン促進住宅支援事業補助金制度
の内容についての質疑に、「県のモデル事業
としてスタートした。家賃補助は、月額上限
２万円とし、家賃の３分の１を２４か月交付
する。契約時初期費用補助は上限を１２万円
とし、対象経費の３分の２を交付する。対象
者は、県外から市に転入する４０歳未満の方、
かつ県内に就労されている方等となる」との
答弁がありました。ふるさとしばた応援寄附

■一般会計補正予算について（当委員会所管分）
推進事業の状況についての質疑に、「現在の
寄附金は件数で２,９２８件、金額で７,９０４万
円となり、今年度１億２千万円を見込んだ。
１０月にＰＲとして山手線など都内主要路線
の電車内に中刷り広告３,６００枚を１週間掲示
する」との答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべき
ものと決しました。

　「特定個人情報とはどこまでを指すのか」
の質疑に、「マイナンバー（個人番号）を内
容に含む個人情報のことである。社会保障と
税、災害対策などの事務に利用する個人情報
に個人番号が付加されたものが特定個人情報
になる」との答弁がありました。
　「市民のプライバシーが侵害される危険性
が否定できない。制度を延期しても国民に不
利益はなく、マイナンバー制度は中止すべき
であり反対する」「マイナンバー制は法定受

■新発田市個人情報保護条例の全部を改正する条例制定について
託事務であり、自治体に拒否権がない。この
状況から、情報管理を徹底することを条件に
賛成する」「番号で管理するメリットは大き
い。住民サービスや行政効率も上がる。しか
し、現実には不安を抱えている市民も多く、
運用は慎重に進めることを条件に賛成する」
などの討論がありました。
　採決の結果、委員の賛成多数で可決すべき
ものと決しました。

　陳情の要旨は、「新市庁舎建設費の当初予
算に不足が生じ１億８千万円が昨年度の補正
予算として承認された。これは設計士の積算
ミスによるものとの雑誌記事があり、担当課
に事実確認を求めたところ、設計上不要な違
算ではなく損失もないことから、弁護士見解
でも設計士に対して損害賠償責任を問えない
との回答であった。損害賠償請求をせず補正
予算により市民に費用負担させることは不当
であり、損害賠償を求めないこととした弁護
士と、それを認めた市議会の責任を問う」と
いうものでありました。
　この陳情に対して担当課長からは、「２月
定例市議会で詳細説明し、補正予算承認を得
て適正に進めたもの。あくまで積算上の問題
であり、損害賠償責任が生じるものではな
い」と説明がありました。また、陳情者への

■ヨコミゾ設計士への損害賠償請求を求める為の陳情書について
回答書の概要についての問いに、「図面は正
確に記載され、計算上欠落した資材がなけれ
ば建物自体が出来ないものであり、責任等を
問えるほどの違算ではないと判断したことを
確認のため顧問弁護士に相談したもの」と経
過説明があり、さらに、「この問題は入札前
の時点で発覚したもので、問題点の質疑回答
を市ホームページに掲載するなどし、平等な
条件の下で入札を行った。契約者と調整を図
り、必要額の予算補正をお願いしたものであ
る」と答弁がありました。
　その後の議員間の自由討議では、「市議会
としても市民にわかりやすく説明する機会を
考えるべきだった」等の意見が交わされまし
た。
　陳情に対する採決は、賛成者はなく不採択
すべきと決しました。
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　９月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案１３件、陳情１件、審査の結果、陳情１件は
不採択とし、議案はすべて可決すべきものとしました。

経済建設常任委員会 委員長　若月 　学

　台風１５号による被害額と被害地域について
の質疑に、「水稲のみの試算で約２億２,５００万円、
豊浦地区が甚大であり、米倉地区も被害が大

■一般会計補正予算について（当委員会所管分）
きい」との答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも
のと決しました。

　海外客誘客の促進のため、名称を「刀剣伝
承館・天田昭次記念館」に改正したい旨の提
案があり、誘客目標についての質疑に、「今年
の月岡温泉への海外宿泊客は約３,０００名と予
測している。可能な限り宿泊客に来館いただき
たい。英語の説明書きはあるが、今後中国、

■新発田市月岡カリオンパーク設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について
台湾の対応も必要であり、観光協会では通訳ボ
ランティアガイドの養成を進めていると聞いてい
る」との答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも
のと決しました。

　「三日市方面の施工時期は」の質疑に、「平
成３１、３２年頃になる。国道７号線周辺では、
認可を取っていない区域がある。今年度に認可
を取って、少しでも早く着手したい。補助金を少

■平成２６年度新発田市下水道事業特別会計の決算の認定について
しでも多くいただき、進捗を早めたいと思ってい
る」との答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも
のと決しました。

　大槻地区の整備状況についての質疑に、「大
槻地区の上水道整備は平成２７・２８年度で完
了する予定である」との答弁がありました。「新
たに造成する食品工業団地に進出する企業へ
の働きかけは」の質疑に、「進出企業は決定し
ていないが、現在の食品工業団地は地下水依
存が高く、地下水取水設備の減価償却が終了

■平成２６年度新発田市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
していない。また融資の返済も完了していないと
聞いている。上水道の配管も予定しているので、
利用促進を働きかけていきたい」との答弁があ
りました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも
のと決しました。

　９月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案１１件、請願１件、審査の結果、議案・
請願はすべて可決・採択すべきものとしました。

社会文教常任委員会 委員長　湯浅 佐太郎

　介護相談員の体制と相談状況、介護職員の充
足についての質疑に、「相談員は現在８名で施設
をまわり、相談件数は８００件を超える。相談
員の気づきによる改善点を施設側に伝え、改善
されており、資質向上につながっている。配置
基準に満たないところは指導を行い、最低限の
職員は配置されていると認識している」との答

■平成２６年度介護保険事業特別会計の決算の認定について
弁がありました。認知症支援の研修内容につい
ての質疑に、「認知症を広く周知するようサポー
ター養成講座、地域支え合いメイト養成研修を
行っている」との答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で認定すべきも
のと決しました。

　診療報酬明細書点検の状況と多重受診につい
ての質疑に、「点検は嘱託職員４名で行い、第１
次的に国保連合会が点検し、市でもう一度点検
を行っている。２６年度は約４１７,０００件を点
検した。１３人の多重受診の疑いを見つけたが、
不適切な受診は１人であった」との答弁がありま
した。「出産育児一時金は４２万円の基準はある

■平成２６年度国民健康保険事業特別会計の決算の認定について
が、実際の分娩費はどの程度の金額か」の質疑
に、「県立病院からのデータによると平成２６年
度は、最高６４８,０００円、最低は２０３,０００円、
平均４５２,０００円である」との答弁がありまし
た。
　採決の結果、委員全員の賛成で認定すべきも
のと決しました。

　「透析患者の経済的、精神的苦痛を考えると
あまりに負担が大きい」「命の問題であり是非支
援して頂きたい」との賛成討論がありました。

■透析患者通院支援交通に関する請願書について
　採決の結果、委員全員の賛成で採択すべきも
のと決しました。
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新庁舎建築現場・駅前
複合施設建築現場見学

本市議会
行政視察状況
（７月～９月）

①視 察 先
②視察内容

☆市民クラブ、公明党
　①根室市、釧路市
　②津波ハザードマップについて
　　生活保護自立支援プログラムについて

☆石山洋子
　①長岡市、柏崎市
　②期日前投票の取組みについて
　デマンド交通について

☆経済建設常任委員会
　①松本市、大町市、NPO地域づくり工房
　②6次産業化支援事業の取組みについて
　　小水力発電事業の取組みについて
　　ミニ水力発電の取組みについて

☆日本共産党
　①宜野湾市、糸満市
　②平和行政、平和教育の取組みについて

☆新発田政友会、中野廣衛、阿部聡
　①真庭市、海士町
　②バイオマス技術・地域づくりについて
　　移住者の来る元気な島「海士町」の取組み
　　について

　９月１８日、新発田市議会では、工事が進められて
いる新庁舎および駅前複合施設の建築現場を見学しま
した。
　新庁舎は７階建てで、１階から３階までが鉄筋コン
クリート造、４階から上が鉄骨造で、その間に免震装
置が設置されるなど構造的に特徴ある建物です。竣工
は平成２９年１１月を予定しており、見学時は、３階
の躯体工事中であり、この後に免震装置が設置される
とのことでした。
　駅前複合施設は３階建ての鉄骨造で平成２８年３月
の竣工予定で工事が進められおり、見学時は躯体工事
が完了し、屋根や屋上のほか外装工事が行われていま
した。　

・・・ 議会トピック ・・・
新庁舎１階の様子

駅前複合施設３階の様子

市民ソフトボール大会 しばたまつり民謡流し
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※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

12月定例会日程予定

本会議（定例会）の様子を、
エフエムしばたで生放送します。

生放送は本会議開始（午前10時）から終了まで
全て放送します。

緊急情報や休憩などにより中断
することがあります。

日
11/22

月 火 水 木 金 土

告示日
議会運営
委員会

本会議
（初日・提案
　理由説明・

　　委員会付託）

本会議
（一般質問
　　　１日目）

本会議
（一般質問
　　　2日目）

本会議

本会議
（最終日）

（一般質問
　　　3日目）

※請願・陳情
　・意見書
　提出期限

議会運営
委員会

議会運営
委員会

総務常任
委員会

社会文教
常任委員会

経済建設
常任委員会

11/29

12/6

12/13

12/20

11/23

11/30

12/7

12/14

12/21

11/24

12/1

12/8

12/15

12/22

11/25

12/2

12/9

12/16

12/23

11/26

12/3

12/10

12/17

12/24

11/27

12/4

12/11

12/18

12/25

11/28

12/5

12/12

12/19

12/26

ホームページで市議会を紹介

【市議会ホームページ】　http://www.shibata-shigikai.jp/

・「本会議」「各委員会」が傍聴できます。
・午前１０時から始まります。
・「本会議」「各委員会」は、市役所本庁舎２階の議
場または委員会室で行います。
・傍聴希望の方は、当日本庁舎２階議会事務局までお
越しください。
・団体等で大勢の場合は、事前に議会事務局までご連
絡ください。

　市議会のホームページでは、市議会のしくみや議員名簿、
議会日程等を掲載しています。
　また、本会議や常任委員会での議員の質問や市長等の答弁を
記録した「会議録」を検索閲覧することができます。
　他にも、「市議会だより」のバックナンバー（83号以降）を
見ることができます。
　なお、会議録（冊子）は、市立図書館に設置されています。
　また、会議録は、タブレット端末でも検索できます。

○傍聴してみませんか

本会議を
エフエムしばた
（７６.９ＭＨｚ）
で生放送します



編　集　委　員 編集後記
委 員 長 稲垣富士雄
副委員長 川﨑　孝一
委　　員 佐藤　武男
　  〃 井畑　隆二
　  〃 若月　　学
　  〃 渡部　良一
　  〃 小坂　博司
　  〃 湯浅佐太郎
　  〃 加藤　和雄
　  〃 渡邊　喜夫
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〈
文
責 

編
集
副
委
員
長　

川
﨑 

孝
一
〉

　開催日 時　間 会　　場 説明議員

11月８日
（日）

11月14日
（土）

11月15日
（日）

議会報告会を開催します議会報告会を開催します
開かれた議会を目指して

多くの皆さまの参加を!!多くの皆さまの参加を!!
　新発田市議会では、改選後初めてとなる議会報告会を市内
８会場で開催します。
　報告会では、平成２６年度新発田市一般会計決算関係を中
心に９月定例会で審議された内容を報告するほか、市民の皆
さまと「人口減少問題」をテーマに意見交換も行います。
　皆さま、ぜひ会場へお越しください。

午前１０時～

午後１時３０分～

午前１０時～

午後１時３０分～

午前１０時～

午前１０時～

午後１時３０分～

午後１時３０分～

紫雲寺地区公民館
佐藤真澄、井畑隆二、佐久間敏夫、渡部良一、
湯浅佐太郎、小柳  肇、中野廣衛

中村  功、渡邊喜夫、今田修栄、小坂博司、
宮崎光夫、水野善栄

川﨑孝一、小川  徹、入倉直作、佐藤武男、
加藤和雄、若月  学、阿部  聡

川﨑孝一、小川  徹、入倉直作、佐藤武男、
加藤和雄、若月  学、阿部  聡

中村  功、渡邊喜夫、今田修栄、小坂博司、
宮崎光夫、水野善栄

宮島信人、宮村幸男、稲垣富士雄、比企広正、
石山洋子、板垣  功、小林  誠

豊浦地区公民館

農業サポートセンター
〈旧農業研修センター〉

生涯学習センター

加治川地区公民館

七葉コミュニティセンター

五十公野コミュニティ
センター

佐々木コミュニティ
センター

※ 事前の申込みは必要ありません。どの会場にご来場されても構いません。
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